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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さん、こ
んにちは。昨日は釧
路北ロータリークラ
ブで、安平和彦パス
トガバナーの講演が
ありました。当クラ
ブからも小船井パス
トガバナー、吉田パストガバナー、荒井会長エレクト、
横田次年度幹事、吉田副会長、東堂幹事と私が参加し
てきました。大変実りある講演でした。その中で、私
も話したいことがたくさんありますが、まだまとまり
がついておりませんので、まとまり次第、皆さまにご
報告させていただきます。
今日は前に話した健康寿命についての第二弾を話させ
ていただきます。
妻が毎日、数杯、美味しそうにコーヒーを飲んでいる
姿を見て、思い切って体にいいのかなと思って調べて
みました。全日本コーヒー協会の発表によると、10
の効果が認められています。死亡リスクを低下させる。
ガンを予防させる。循環器系に作用する。消化器系に
作用する。糖尿病を予防する。肥満を抑制する。認知
機能・学習能力を高める。神経系に作用する。抗酸化
力を活性化する。抗加齢力を高める。このようにたく
さんの効果が期待されております。
その中でも、興味深い認知機能・学習機能を高める効
果について詳しく調べてみました。脳の神経細胞が破
壊されることで起きる認知症、進行をある程度遅らせ

ることができるものの、今のところ特効薬はなく、一
度発生したら完治はなかなか難しいと言われていま
す。身近な病で、自分を含め家族が発症することを考
えると大変感慨深いものがあります。
コーヒーの有効成分としては、クロロゲン酸がよく知
られていますが、実は焙煎の課程で壊れて行くそうで
す。その代わりに熱によって反応が進んで増えるのが
ピロカテコールという成分だそうです。このピロカテ
コールが有効成分だと研究されたそうです。ですが、
このピロカテコールは化学物質の生物学的に作用して
劇物とされるようです。ですからサプリメントとして
販売することはできません。しかし、コーヒーに含ま
れているピロカテコールの量はとても少ないので毒性
が出ず、体にいい効果が出るようです。コーヒーは微
妙なバランスの飲料ということです。
皆さんも毎日のリラックスタイムに、食後に、ぜひと
もコーヒーを取り入れてください。アルツハイマー型
認知症の予防にも一日３杯くらいが適当のようです。
また、カフェインは関係ないようなので、寝カフェで
も良いそうです。
私も妻もコーヒータイムを毎日行って健康寿命を延ば
していきたいと思います。
以上で本日の会長挨拶とします。今日も楽しい例会に
しましょう。
　もうひとつ、本日、新しい事務局員の方がお見えに
なっております。
小野田伸子様です。大山さんの代わりに４月１日から
引継ぎをしているところです。

登壇の上、一言、ご挨拶をよろしくお願いいたします。

新事務局員あいさつ
小野田　伸子さん
　皆さん、こんにち
は。名前はおのだの
ぶこと申します。４
月１日からお世話に
なることになりまし
た。一生懸命に頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

幹事報告　　東堂　光春幹事
　会員の皆さん、こんにちは。４月度のロータリーレー
トは 150 円となっておりますのでよろしくお願いい
たします。
　本日、例会終了後、第 10回理事会を開催しますの
で理事者の方は３階の雪の間にお集まりください。
　2500 地区より、２月下旬に発生した大船渡大規模
山林火災での災害を受け、支援金のご協力のお願いが
来ております。先ほど募金箱を回しておりますが、ま
だお済でない方はお帰りの際に募金のご協力をよろし
くお願いいたします。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員長
　皆さま、こんにち
は。情報委員会です。
過日、３月の 17日
から 28日にかけて
情報集会を開催させ
ていただきました。
「90周年に向けて」
という題で各グループが有意義な会をしていただいた
と聞いております。
それでは時間もありませんので、Ａグループからお願
いしたいと思います。名前はお呼びしませんので、そ
の次、その次ということでお願いできればと思います。
それではよろしくお願いいたします。

Ａグループ　　桑原　岳広会員
　皆さま、こんにち
は。北電ネットワー
クの桑原です。Ａグ
ループの報告をさせ
ていただきます。３
月 26日、杉村委員

長にもご参加いただきまして濱谷リーダーの下、『八
喜寿司』さんで、６名による情報集会を開催いたしま
した。
話題が多岐にわたってオフレコの話もあり、活発な議
論が行われて非常に楽しい情報集会となっておりま
す。
90周年に向けて釧路ロータリーの活動についてとい
うことで、自由な意見交換となりました。今日はその
中の意見を少しご紹介させていただきたいと思いま
す。
議論は釧路ロータリーの活動を広く地域に知ってもら
うためには、というところから始まりました。意見と
しては、活動自体をＰＲするということよりも、活動
自体を地域の方々に求められるような活動、地域貢献
により軸足を置いた活動を積極的に行っていくのが良
いのではないか、という意見が出ておりました。
ただ、活動自体を否定する意見はなかったのですけど
も、活動の在り方については、釧路ロータリーの和や
かな和気あいあいとした寛容な良さを失わない程度
に、程よい活動にすべきというような意見があり、む
しろクラブでのつながりを深めることでロータリーの
活動以外でも地域に貢献できることもある、というよ
うな意見も出て、皆さん納得されていたということで
す。
次に、いま地域に求められることはなんだろうかとい
う話題になり、そのひとつとして釧路地域の活性化が
挙げられました。観光分野で盛り上げていくのがいい
のではないかという意見や、キーワードとして出たの
は『シビックプライドの醸成』が大事だという意見が
ありました。地元の方は、これまで釧路のことをあま
り良く言わない傾向にあって、連鎖を止めることが重
要である、という意見が出ておりました。
その一方で、地元民からすると、ずっと地元にいると
その良さに気付けなかったり、地元の良さをＰＲする
こと自体が恥ずかしかったり、上手く表現できないと
いうような面もあるのではないかという意見もありま
した。
そういう面においては、釧路ロータリーには私も含め
て転勤族がいて、転勤族が地元の方が気付かない良さ
というのを知っているはずだと。なので、転勤族の方々
に釧路の良さ、魅力をＰＲしてもらうのがいいのでは
ないかというような意見も出ておりました。私も転勤
族で、こちらに来て９カ月になりますが、釧路の地元
の方々の人々の良さにふれることも多くて、自然の美
しさや夏の涼しさにふれて、釧路地域は魅力にあふれ
ていることを実感しております。私も魅力を地域に発
信していきたい、そういうことで盛り上げていきたい
と改めて思った次第です。
一方で釧路ロータリーの方の地元の方々の役割という
話になって、ロータリーのメンバーの方々は、釧路で

もそうそうたるメンバーの集まりです。そういう意味
では、経営者としての釧路での成功体験などを、地元
のメンバーによる若者へ出前授業などを行っていうの
もいいのではないか、という意見も出ておりました。
その後も話題も尽きることなく時間いっぱいまで議論
は続きました。メンバーからは「今日の座談会の議論
自体を若者に聞いてもらいたい」という話も出ていま
した。
最後は杉村委員長から「非常に良い情報集会でした」
というお褒めの言葉をいただいて会を終了いたしまし
た。
以上です。

Ｂグループ　　曽我部元親会員
　こんにちは。Ｂグ
ループの発表をさせ
ていただきます、曽
我部です。私たちＢ
グループは３月 24
日に『ぼくぜん運動
公園』で開催をしま

した。参加者は、杉村委員長をはじめＢグループから
は６名、別グループから青田さんと前田さんが参加を
し、合計９名で開催をいたしました。
冒頭、杉村委員長から「まずは 70周年の時に会長だっ
た青田さんがせっかく参加しているので、その話から
スタートしましょう」ということで始まりました。
青田さんからは、70周年はつなぎの周年なので、ま
ずは規模を大きくせず、中身重視で開催しようという
ことになったそうです。目玉企画として、ホーマック
の石黒会長に講演を頼もうとなったのですが、伝手（つ
て）がないということでいろいろ探したところ、滝越
さんがお仕事の関係でお付き合いがあることから滝越
さんに講演担当委員長としてお任せをしたということ
です。
当時の石黒会長は、講演を引き受けない方だったらし
く、滝越さんはおそらく４回も５回も訪問をして、な
んとか決まったのではないか、と話しておりました。
せっかく石黒さんが講演してくれることなので、基調
講演は一般開放しようとなったそうです。事前の周知
で新聞広告はもちろんなのですが、ＦＭ放送で話した
らどうかとなって、これは小船井さんにお願いをして
ＦＭくしろの番組の中で宣伝することになったそうで
す。青田さんと吉田潤司さんがこれに出演をして、
20分の枠でしたが、15分を青田さんが話したので、
終わった後で奥様からきつく叱られたと言っておりま
した。
ＦＭでの告知というのは効果があるので、今後、ロー
タリーの活動を放送の中で宣伝するのもいいのではな
いかと。同時に、「会員増強にもつながるね」という

話も出たのですが、会員増強について皆さんは、自分
から入らしてくださいという方はいなくて、つながり
から入ってくることが多いので、会員増強と周知につ
いては分けた方がいいのではないか、という意見が出
ておりました。
次の 90周年に向けてということで、担当となる会長
は、非常に個性的で明るい方だと思うので前例にとら
われず、会長のキャラを前面に出した周年事業にした
ほうが良いという意見が出されていました。誰が言っ
たのかメモしてないのですが、アドバイスとしてはゴ
ルフと同じで、固く構えず力を抜いてやるほうがいい
と言っておられました。おそらくゴルフの上手い方の
発言ではなかったかなと思います。
最後に、谷川さんが乾杯で締めたのですが、私の記憶
が確かであれば、谷川さんが「なかなか普段例会に出
られない。90周年についてはどんなことでもやるの
で言ってくれ」ということで締めたという情報集会に
なっております。
以上です。

Ｃグループ　　藤井　敬亮会員
　Ｃグループサブ
リーダーを務めまし
た藤井です。３分ほ
どというので簡潔に
まとめてまいりまし
た。
Ｃグループは、テー
マ 90周年へ向け地域に奉仕活動を知ってもらうため
にということで話し合いました。出席者は、市橋リー
ダー、吉田潤司さん、尾越さん、大道さん、川本さん
という重鎮をはじめ、西池さん、羽田さん、八幡さん、
クラブ研修委員会から後藤パスト会長という、総勢
10名で開始いたしました。
乾杯の飲み物がそろう前に、後藤パスト会長から情報
委員会の立場でこのテーマについての説明があり、そ
の後、フリートークになりました。
内容としては、100 人以上の会員を維持する釧路ロー
タリーには、その力と魅力があるという尾越さんの力
強い言葉から始まりました。「ロータリーソングは毎
回歌っているけども、世界共通なのか日本共通なのか」
などいろいろな謎の話もありました。
最近の他クラブの周年事業というのも質素でこじんま
りとしているらしいですから、テーマの 90周年の事
業も質素にして 100 周年に集中するのがいいのでは
ないかという意見もありました。
微妙に今回の炉辺会合のテーマとずれているかなと
思っていたのですけども、西池さんが「実は、今回の
会合に合わせてチャットＧＰＴにあらゆるロータリー
クラブの情報を読み込ませて、会合のテーマに対する

回答を導き出してプリントアウトして来た」と言うの
です。
配られたＡ４両面に書かれていたのですけども、その
回答を読んでその日のテーマに関する話し合いは終了
したかなというような感じがしました。
その後は、重鎮の方々のロータリーの昔の話とか、主
に尾越さんの暴露大会ということになりまして、非常
に有意義な会合となりました。
今回の会合で学んだことは、このような忌憚のない暴
露話こそが 100 人を超す会員を釧路ロータリーが実
はどこかで結び付けて、一塊にしているのではないか
なということです。　　
Ｃグループの発表のまとめとして、今回のテーマに対
するチャットＧＰＴの結論で終わらせていただきたい
と思います。
結論、「アピールや宣伝は、単なる自己顕示ではなく、
奉仕の精神を広める。地域とのつながりを深める。未
来につなげるために必要です。特に 90周年という節
目を生かして、これまでの活動を地域に発信し、次世
代へバトンを渡すための広報活動を計画的に進めるこ
とが重要です」という優秀な回答です。西池さんあり
がとうございました。
以上、Ｃグループの発表でした。ありがとうございま
す。

Ｄグループ　　小林　祐介会員
　小林です。情報集
会Ｄチームにおりま
した。発表できる範
囲で報告したいと思
います。Ｄグループ
は、３月 28日に『は
たご家』さんで開催

しました。メンバーは石田さん、及川さん、チームリー
ダー佐藤さん、工藤さん、私小林と研修委員会から杉
村さんにご参加をいただきました。
テーマの 90周年に向けてというお題では、会長エレ
クトの工藤さんが一緒の席にいることから、まず工藤
さんを皮切りに話を伺いました。
工藤さんからは、特に釧路クラブ独自の取り組みとい
うことで、嵯峨記念育英会へのとても強い思い入れと、
ぜひ未来に向けて継承発展して行きたいというところ
をいかにするか、こういう非常に熱いお気持ちをお聞
きすることができました。
そこを皮切りに皆さんで話をして、中心になったのは、
公共イメージを高めていくためにはいかにしたらいい
のかの観点が議論の中心になりました。
釧路クラブは、これまでも長年地域にさまざま貢献を
してきたことで、貢献のヒストリーを一度整理して、
みんなに開示をしてみたらどうだ、というところ。興

味を持った人に深く気づいていただきましょう、とい
う観点でアーカイブを作成・整備することで、このク
ラブの奥深さを気付いていただく用意をする、という
話も出てきました。
その他、活発な論議がありまして、リーダーの佐藤さ
んがおりましたけれども、ほぼ仕切りゼロでどんどん
話が進むというような展開になったと思っておりま
す。
その他いろんなヒートアップもありました。やはり話
題は、釧路クラブは 100 名を超える３桁の会員数を
誇るというところ、このクラブの良さをどう維持発展
させていくかにも話が及びました。このような多くの
人数がいることで多様な業種、いろんな出会いがある
とこの大切さは非常に価値のあることに意見をひとつ
にしたものの、人数だけを追いかけることについては、
そればかりではないのではないかという話もありまし
た。
実例に基づいて、いろいろなクラブの負の面、数を追
いすぎた結果で大丈夫かなという所で負の面も。私も
まだ３年目ですので、この業界のわからないところで
すけども、実例に基づいてわかりやすく勉強させてい
ただいたなと思っております。
最後は、石田さんから「どういう人がクラブの門をた
たこうとするのか。これは現役の会員の映し鏡です。
クラブの魅力というのは私たち自身、会員一人一人が
より魅力的な存在になることが必要なのではないか」
という非常にありがたいお話いただきまして、見事締
まったという形になりました。
本当に臨場感あるいろいろな話が飛び出して、ちょっ
とすみませんその他いろんなお話があったのですけれ
ども、この場では一応すべてカットとさせていただき
たいと思います。
以上です。ご清聴ありがとうございました。

Ｅグループ　戸川　達雄会員
　Ｅグループは３月
26日に『串焼ワイ
ンバル華蔵』で小野
寺さんをリーダーと
して５人で開催しま
した。意見交換は非
常に盛り上がったの

ですけれども、その中で、嵯峨記念育英会の話になり
ました。
　奨学生で通われた方がその後、社会に出られている
方が多々いらっしゃいますが、そういう方に来ていた
だいて近況を語っていただくのはどうだろうか、とい
う話がアイデアとして出ていました。もちろんその中
には「今は、ちょっと」という方もいるかもしれませ
んが、何人か話してもいいという方がいれば、その後、

こういう志で頑張って来て、今はこうなっています、
というような話ができたら非常にその意義などを改め
て振り返ることができるという話がありました。
　また、「釧路空港に釧路ロータリークラブの名前で
『ようこそ釧路へ』みたいな看板を出したらどうだろ
うか」という話が出ました。そこで私の顔を見て「そ
うだ、釧路駅もあった」ということから「釧路空港や
釧路駅に看板を出したらどうだろうか」となり、もて
なしの気
持ちが出るのではないだろうか、と話しておりました。
　議論が進む中で、台湾との交流の話になり、「子ど
もたちの交流はできないだろうか」という話になりま
した。ひとつの考え方として、「例えば、中学生の野
球大会があるので、いつもとはならないけれども、節
目の時に台湾の子どもたちに野球大会に一緒に参加し
たらいいのではないか。お金のかかる話かもしれませ
んが、そういうこともある」という話が出ていました。
　以降は、お騒がせしている『釧路湿原ノロッコ号』
などの鉄道談議で、小野寺さんと話をさせていただく
機会がありましたので大変有意義で盛り上がる会合に
なったと思います。
　以上です。ありがとうございました。

Ｆグループ　　須藤　隆昭会員
　Ｆグループの会場
は『焼肉居酒屋ぎゅ
う太』さんで行いま
した。「元気です
か！」と叫びたくな
るほどお店でいただ
いたお肉は、普段は

赤い物しか食べたことのない僕にとっては、とても白
い物がいっぱい並んでいて、元気いっぱいにいただき
ました。
　「90周年に向けて地域で奉仕活動をしてもらうため
に」ということで、邵リーダーの下、参加者 10名く
らいが集まり活発な話し合いが行われました。
　1936年に30名のメンバーでスタートした釧路ロー
タリークラブは、皆さんに「歴史と伝統のある」とよ
く言われますけれども、「本当にそうなんだ」と実感
できました。
　前回の80周年の実行委員の方から話を聞きました。
その時は、「中学校の野球支援、その後、学校は変わっ
たけど甲子園に行ったメンバーがいる。あるいは数学
検定試験の支援を行ったところ、全国平均を上回る数
学の点数を取れた、という形で目に見えて行った支援
の結果が出ている」と報告されて、「行ったことは無
駄ではないのですね」という話になりました。
　「嵯峨育英会の支援を受けた方の中からも有名な大
学に進んだ方も結構いる」と伺いました。

　そして、「90周年にはどういうことを行いましょう
か」となった時には、「そもそも、ロータリークラブ
は何をする会なの」とか、「奉仕と貢献は違うの」とか、
「なんのための地域奉仕活動なのか」という根本的な
意見も出て、そういうところから考えなければいけな
いということにもなりました。
　出た意見の中では、「広く活動を知ってもらうには
新聞に公告を出すのもあり、有名人のコンサートをし
たり、花火大会をしたりするのもあり」「少子化の中、
学校でスポーツや学力維持が難しいので、子どもたち
の支援が大事ではないか」「地域の子どもたちに特化
したものを行う」など、子どもとか未来を担う人のこ
とが何人かから出されていました。
　「国際協力も大事ですけれども、釧路にとっては釧
路の地域のためになることに奉仕をしていきたい」「立
派に 90周年を終えて、次の 100 周年に向けたい」
「90周年は工藤会長に思う存分にやっていただいて、
そのバックアップをしていきたい」という意見も出ま
した。
　数々の意見が出て、Ｆグループは脱線することもな
く、暴露話のひとつくらいはあったのですけれども、
あまりないまま終わりました。
蛇足になりますが、髙橋会長の目の前の席でしたが、
焼肉の焼き方と、それをサーブするのがプロ級にうま
いのです。そういう所で働いていただろうと思うくら
いビックリしました。その向かいには吉田副会長がお
りましたが、一見怖そうですが、マッコリを飲んでい
る顔がとても柔和な顔で、優しい方なのだという新鮮
な発見があり、楽しかったです。ありがとうございま
す。

Ｇグループ　　山原　活志　会員
　皆さん、こんに
ちは。今回、例会
に来たのは数年ぶ
りということで
す。皆さん、初め
まして。ご無沙汰
しております。無
事に生きておりましたのでご安心いただければと思い
ます。
　Ｇグループは３月 17日、あの大雪の降った日に、
浅川リーダーをはじめ、５人という少人数で行いまし
た。冒頭、後藤委員から 80周年の記念事業で数学検
定を行ったと報告がありました。その時、僕は入会し
て１～２年目の時、副委員長の時でしたが、継続で数
学検定で確か城山小学校に行って、小学生が真剣な眼
差しで受けていたことを思い出しました。
　90周年の事業としては、「メンバー向けがいいのか、
それとも一般向けか」という話がありました。面白い

ところでは、「前市長と現市長を呼んで対談をさせた
らどうか」という話もありました。あとは「フルマラ
ソンをしたらどうか」もありました。
　予算のことも少し聞いて、「なかなか予算もない中
で」という話でした。
　以上、Ｇグループの報告でした。ありがとうござい
ました。

Ｈグループ　　残間　　巌会員
　Ｈグループの残間
です。Ｈグループは
３月 28日に脇リー
ダーの下、４人と委
員会から滝越パスト
会長にお越しいただ
いて、計５人で行い

ました。
　私は、クラブに入って１年と少しですが、脇リー
ダー、吉田秀俊さん、白幡さん、滝越パスト会長とい
うことで、重鎮のお歴々がいる中で、いろいろな昔の
話を伺いながら、このクラブの歴史を私に教えていた
だいた、ひょっとしたら私だけが勉強になったいい時
間だったのだろうと思っております。
　嵯峨記念育英会のことで吉田秀俊さんが北海道新聞
から、嵯峨久さん、晃さんの過去のご功績をクラブ以
外の皆さまに広げるために記事にできないかと依頼さ
れているそうです。ただ過去の情報がないなどがあっ
て記事にするのにご苦労をされていると聞いておりま
す。　財団で嵯峨久さん・晃さん親子を世に知っても
らうべく、例えば、クラブの広告を出して記事ができ
ないか、という話がありました。
　釧路地域にとって、これからの未来がある方という
ことでは、これも吉田秀俊さんの姪のお子さんでトラ
ンペッターの児玉隼人君という高校生でいろいろなコ
ンクールで一番になっている方がいます。例えば、「釧
路出身の音楽家・アーティストがたくさんいますので、
そのような方でコンサートを行うのはどうだろう」と
いう話も出ておりました。
　これは周年とは関係ないのですが、釧路クラブには
転勤者が多いということで、「転勤者を大事にしない

といけない。転勤される方には釧路のファンになって
いただいて、後々、釧路のことをＰＲしていただいた
りして、また釧路に帰って来ていただいたりして、コ
ロナ禍以前には急遽、有志を集めて送別会を行ってい
たようです。コロナ禍以降、行われていないので、こ
れを復活させてはどうか」という話もありました。
　Ｈグループは以上です。ありがとうございました。

Ｉグループ　　濱口　憲太会員
　Ｉグループの濱口
です。時間がないの
で簡単に報告しま
す。
　18日に『鱗』さ
んで、５名で行いま
した。私はサブリー
ダーなのですが、前の日に雪かきで足を痛めてしまっ
て欠席になりましたので、独自の聞き込みでまとめま
した。
　90周年に向けてでは、記念講演の講師をどなたに
依頼するべきかの話がありました。地域の大勢の方に
お越しをいただきたい、私たちの奉仕活動を大勢の方
に知っていただきたい、ということで誰がいいか、と
いう話になって「その検討が大事だ」となりました。
　予算もありますが、講師への講演料もそれなりの規
模に考えたうえで、70周年・石黒社長、80周年・志
田先生、90周年はやはり同様に釧路出身、または北
海道に関係ある方にお願いすべきということで、大樹
町の宇宙事業に携わっております堀江貴文さんはどう
だろうと盛り上がっておりました。
　これから１年半後ですから、計画的に、早期に動い
ていくことが大事です。90年に向けてクラブ会員一
人一人の思いを強めていくことが大事だろうという話
で終わりました。
　「楽しく美味しいお酒を酌み交わしながら話をする
ことができました。これぞ情報集会・炉辺会合の醍醐
味だという集会でした」と土橋リーダーが仰っており
ました。
　以上です。

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
下期情報集会報告会

　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さん、こ
んにちは。昨日は釧
路北ロータリークラ
ブで、安平和彦パス
トガバナーの講演が
ありました。当クラ
ブからも小船井パス
トガバナー、吉田パストガバナー、荒井会長エレクト、
横田次年度幹事、吉田副会長、東堂幹事と私が参加し
てきました。大変実りある講演でした。その中で、私
も話したいことがたくさんありますが、まだまとまり
がついておりませんので、まとまり次第、皆さまにご
報告させていただきます。
今日は前に話した健康寿命についての第二弾を話させ
ていただきます。
妻が毎日、数杯、美味しそうにコーヒーを飲んでいる
姿を見て、思い切って体にいいのかなと思って調べて
みました。全日本コーヒー協会の発表によると、10
の効果が認められています。死亡リスクを低下させる。
ガンを予防させる。循環器系に作用する。消化器系に
作用する。糖尿病を予防する。肥満を抑制する。認知
機能・学習能力を高める。神経系に作用する。抗酸化
力を活性化する。抗加齢力を高める。このようにたく
さんの効果が期待されております。
その中でも、興味深い認知機能・学習機能を高める効
果について詳しく調べてみました。脳の神経細胞が破
壊されることで起きる認知症、進行をある程度遅らせ

ることができるものの、今のところ特効薬はなく、一
度発生したら完治はなかなか難しいと言われていま
す。身近な病で、自分を含め家族が発症することを考
えると大変感慨深いものがあります。
コーヒーの有効成分としては、クロロゲン酸がよく知
られていますが、実は焙煎の課程で壊れて行くそうで
す。その代わりに熱によって反応が進んで増えるのが
ピロカテコールという成分だそうです。このピロカテ
コールが有効成分だと研究されたそうです。ですが、
このピロカテコールは化学物質の生物学的に作用して
劇物とされるようです。ですからサプリメントとして
販売することはできません。しかし、コーヒーに含ま
れているピロカテコールの量はとても少ないので毒性
が出ず、体にいい効果が出るようです。コーヒーは微
妙なバランスの飲料ということです。
皆さんも毎日のリラックスタイムに、食後に、ぜひと
もコーヒーを取り入れてください。アルツハイマー型
認知症の予防にも一日３杯くらいが適当のようです。
また、カフェインは関係ないようなので、寝カフェで
も良いそうです。
私も妻もコーヒータイムを毎日行って健康寿命を延ば
していきたいと思います。
以上で本日の会長挨拶とします。今日も楽しい例会に
しましょう。
　もうひとつ、本日、新しい事務局員の方がお見えに
なっております。
小野田伸子様です。大山さんの代わりに４月１日から
引継ぎをしているところです。

登壇の上、一言、ご挨拶をよろしくお願いいたします。

新事務局員あいさつ
小野田　伸子さん
　皆さん、こんにち
は。名前はおのだの
ぶこと申します。４
月１日からお世話に
なることになりまし
た。一生懸命に頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

幹事報告　　東堂　光春幹事
　会員の皆さん、こんにちは。４月度のロータリーレー
トは 150 円となっておりますのでよろしくお願いい
たします。
　本日、例会終了後、第 10回理事会を開催しますの
で理事者の方は３階の雪の間にお集まりください。
　2500 地区より、２月下旬に発生した大船渡大規模
山林火災での災害を受け、支援金のご協力のお願いが
来ております。先ほど募金箱を回しておりますが、ま
だお済でない方はお帰りの際に募金のご協力をよろし
くお願いいたします。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員長
　皆さま、こんにち
は。情報委員会です。
過日、３月の 17日
から 28日にかけて
情報集会を開催させ
ていただきました。
「90周年に向けて」
という題で各グループが有意義な会をしていただいた
と聞いております。
それでは時間もありませんので、Ａグループからお願
いしたいと思います。名前はお呼びしませんので、そ
の次、その次ということでお願いできればと思います。
それではよろしくお願いいたします。

Ａグループ　　桑原　岳広会員
　皆さま、こんにち
は。北電ネットワー
クの桑原です。Ａグ
ループの報告をさせ
ていただきます。３
月 26日、杉村委員

長にもご参加いただきまして濱谷リーダーの下、『八
喜寿司』さんで、６名による情報集会を開催いたしま
した。
話題が多岐にわたってオフレコの話もあり、活発な議
論が行われて非常に楽しい情報集会となっておりま
す。
90周年に向けて釧路ロータリーの活動についてとい
うことで、自由な意見交換となりました。今日はその
中の意見を少しご紹介させていただきたいと思いま
す。
議論は釧路ロータリーの活動を広く地域に知ってもら
うためには、というところから始まりました。意見と
しては、活動自体をＰＲするということよりも、活動
自体を地域の方々に求められるような活動、地域貢献
により軸足を置いた活動を積極的に行っていくのが良
いのではないか、という意見が出ておりました。
ただ、活動自体を否定する意見はなかったのですけど
も、活動の在り方については、釧路ロータリーの和や
かな和気あいあいとした寛容な良さを失わない程度
に、程よい活動にすべきというような意見があり、む
しろクラブでのつながりを深めることでロータリーの
活動以外でも地域に貢献できることもある、というよ
うな意見も出て、皆さん納得されていたということで
す。
次に、いま地域に求められることはなんだろうかとい
う話題になり、そのひとつとして釧路地域の活性化が
挙げられました。観光分野で盛り上げていくのがいい
のではないかという意見や、キーワードとして出たの
は『シビックプライドの醸成』が大事だという意見が
ありました。地元の方は、これまで釧路のことをあま
り良く言わない傾向にあって、連鎖を止めることが重
要である、という意見が出ておりました。
その一方で、地元民からすると、ずっと地元にいると
その良さに気付けなかったり、地元の良さをＰＲする
こと自体が恥ずかしかったり、上手く表現できないと
いうような面もあるのではないかという意見もありま
した。
そういう面においては、釧路ロータリーには私も含め
て転勤族がいて、転勤族が地元の方が気付かない良さ
というのを知っているはずだと。なので、転勤族の方々
に釧路の良さ、魅力をＰＲしてもらうのがいいのでは
ないかというような意見も出ておりました。私も転勤
族で、こちらに来て９カ月になりますが、釧路の地元
の方々の人々の良さにふれることも多くて、自然の美
しさや夏の涼しさにふれて、釧路地域は魅力にあふれ
ていることを実感しております。私も魅力を地域に発
信していきたい、そういうことで盛り上げていきたい
と改めて思った次第です。
一方で釧路ロータリーの方の地元の方々の役割という
話になって、ロータリーのメンバーの方々は、釧路で

もそうそうたるメンバーの集まりです。そういう意味
では、経営者としての釧路での成功体験などを、地元
のメンバーによる若者へ出前授業などを行っていうの
もいいのではないか、という意見も出ておりました。
その後も話題も尽きることなく時間いっぱいまで議論
は続きました。メンバーからは「今日の座談会の議論
自体を若者に聞いてもらいたい」という話も出ていま
した。
最後は杉村委員長から「非常に良い情報集会でした」
というお褒めの言葉をいただいて会を終了いたしまし
た。
以上です。

Ｂグループ　　曽我部元親会員
　こんにちは。Ｂグ
ループの発表をさせ
ていただきます、曽
我部です。私たちＢ
グループは３月 24
日に『ぼくぜん運動
公園』で開催をしま

した。参加者は、杉村委員長をはじめＢグループから
は６名、別グループから青田さんと前田さんが参加を
し、合計９名で開催をいたしました。
冒頭、杉村委員長から「まずは 70周年の時に会長だっ
た青田さんがせっかく参加しているので、その話から
スタートしましょう」ということで始まりました。
青田さんからは、70周年はつなぎの周年なので、ま
ずは規模を大きくせず、中身重視で開催しようという
ことになったそうです。目玉企画として、ホーマック
の石黒会長に講演を頼もうとなったのですが、伝手（つ
て）がないということでいろいろ探したところ、滝越
さんがお仕事の関係でお付き合いがあることから滝越
さんに講演担当委員長としてお任せをしたということ
です。
当時の石黒会長は、講演を引き受けない方だったらし
く、滝越さんはおそらく４回も５回も訪問をして、な
んとか決まったのではないか、と話しておりました。
せっかく石黒さんが講演してくれることなので、基調
講演は一般開放しようとなったそうです。事前の周知
で新聞広告はもちろんなのですが、ＦＭ放送で話した
らどうかとなって、これは小船井さんにお願いをして
ＦＭくしろの番組の中で宣伝することになったそうで
す。青田さんと吉田潤司さんがこれに出演をして、
20分の枠でしたが、15分を青田さんが話したので、
終わった後で奥様からきつく叱られたと言っておりま
した。
ＦＭでの告知というのは効果があるので、今後、ロー
タリーの活動を放送の中で宣伝するのもいいのではな
いかと。同時に、「会員増強にもつながるね」という

話も出たのですが、会員増強について皆さんは、自分
から入らしてくださいという方はいなくて、つながり
から入ってくることが多いので、会員増強と周知につ
いては分けた方がいいのではないか、という意見が出
ておりました。
次の 90周年に向けてということで、担当となる会長
は、非常に個性的で明るい方だと思うので前例にとら
われず、会長のキャラを前面に出した周年事業にした
ほうが良いという意見が出されていました。誰が言っ
たのかメモしてないのですが、アドバイスとしてはゴ
ルフと同じで、固く構えず力を抜いてやるほうがいい
と言っておられました。おそらくゴルフの上手い方の
発言ではなかったかなと思います。
最後に、谷川さんが乾杯で締めたのですが、私の記憶
が確かであれば、谷川さんが「なかなか普段例会に出
られない。90周年についてはどんなことでもやるの
で言ってくれ」ということで締めたという情報集会に
なっております。
以上です。

Ｃグループ　　藤井　敬亮会員
　Ｃグループサブ
リーダーを務めまし
た藤井です。３分ほ
どというので簡潔に
まとめてまいりまし
た。
Ｃグループは、テー
マ 90周年へ向け地域に奉仕活動を知ってもらうため
にということで話し合いました。出席者は、市橋リー
ダー、吉田潤司さん、尾越さん、大道さん、川本さん
という重鎮をはじめ、西池さん、羽田さん、八幡さん、
クラブ研修委員会から後藤パスト会長という、総勢
10名で開始いたしました。
乾杯の飲み物がそろう前に、後藤パスト会長から情報
委員会の立場でこのテーマについての説明があり、そ
の後、フリートークになりました。
内容としては、100 人以上の会員を維持する釧路ロー
タリーには、その力と魅力があるという尾越さんの力
強い言葉から始まりました。「ロータリーソングは毎
回歌っているけども、世界共通なのか日本共通なのか」
などいろいろな謎の話もありました。
最近の他クラブの周年事業というのも質素でこじんま
りとしているらしいですから、テーマの 90周年の事
業も質素にして 100 周年に集中するのがいいのでは
ないかという意見もありました。
微妙に今回の炉辺会合のテーマとずれているかなと
思っていたのですけども、西池さんが「実は、今回の
会合に合わせてチャットＧＰＴにあらゆるロータリー
クラブの情報を読み込ませて、会合のテーマに対する

回答を導き出してプリントアウトして来た」と言うの
です。
配られたＡ４両面に書かれていたのですけども、その
回答を読んでその日のテーマに関する話し合いは終了
したかなというような感じがしました。
その後は、重鎮の方々のロータリーの昔の話とか、主
に尾越さんの暴露大会ということになりまして、非常
に有意義な会合となりました。
今回の会合で学んだことは、このような忌憚のない暴
露話こそが 100 人を超す会員を釧路ロータリーが実
はどこかで結び付けて、一塊にしているのではないか
なということです。　　
Ｃグループの発表のまとめとして、今回のテーマに対
するチャットＧＰＴの結論で終わらせていただきたい
と思います。
結論、「アピールや宣伝は、単なる自己顕示ではなく、
奉仕の精神を広める。地域とのつながりを深める。未
来につなげるために必要です。特に 90周年という節
目を生かして、これまでの活動を地域に発信し、次世
代へバトンを渡すための広報活動を計画的に進めるこ
とが重要です」という優秀な回答です。西池さんあり
がとうございました。
以上、Ｃグループの発表でした。ありがとうございま
す。

Ｄグループ　　小林　祐介会員
　小林です。情報集
会Ｄチームにおりま
した。発表できる範
囲で報告したいと思
います。Ｄグループ
は、３月 28日に『は
たご家』さんで開催

しました。メンバーは石田さん、及川さん、チームリー
ダー佐藤さん、工藤さん、私小林と研修委員会から杉
村さんにご参加をいただきました。
テーマの 90周年に向けてというお題では、会長エレ
クトの工藤さんが一緒の席にいることから、まず工藤
さんを皮切りに話を伺いました。
工藤さんからは、特に釧路クラブ独自の取り組みとい
うことで、嵯峨記念育英会へのとても強い思い入れと、
ぜひ未来に向けて継承発展して行きたいというところ
をいかにするか、こういう非常に熱いお気持ちをお聞
きすることができました。
そこを皮切りに皆さんで話をして、中心になったのは、
公共イメージを高めていくためにはいかにしたらいい
のかの観点が議論の中心になりました。
釧路クラブは、これまでも長年地域にさまざま貢献を
してきたことで、貢献のヒストリーを一度整理して、
みんなに開示をしてみたらどうだ、というところ。興

味を持った人に深く気づいていただきましょう、とい
う観点でアーカイブを作成・整備することで、このク
ラブの奥深さを気付いていただく用意をする、という
話も出てきました。
その他、活発な論議がありまして、リーダーの佐藤さ
んがおりましたけれども、ほぼ仕切りゼロでどんどん
話が進むというような展開になったと思っておりま
す。
その他いろんなヒートアップもありました。やはり話
題は、釧路クラブは 100 名を超える３桁の会員数を
誇るというところ、このクラブの良さをどう維持発展
させていくかにも話が及びました。このような多くの
人数がいることで多様な業種、いろんな出会いがある
とこの大切さは非常に価値のあることに意見をひとつ
にしたものの、人数だけを追いかけることについては、
そればかりではないのではないかという話もありまし
た。
実例に基づいて、いろいろなクラブの負の面、数を追
いすぎた結果で大丈夫かなという所で負の面も。私も
まだ３年目ですので、この業界のわからないところで
すけども、実例に基づいてわかりやすく勉強させてい
ただいたなと思っております。
最後は、石田さんから「どういう人がクラブの門をた
たこうとするのか。これは現役の会員の映し鏡です。
クラブの魅力というのは私たち自身、会員一人一人が
より魅力的な存在になることが必要なのではないか」
という非常にありがたいお話いただきまして、見事締
まったという形になりました。
本当に臨場感あるいろいろな話が飛び出して、ちょっ
とすみませんその他いろんなお話があったのですけれ
ども、この場では一応すべてカットとさせていただき
たいと思います。
以上です。ご清聴ありがとうございました。

Ｅグループ　戸川　達雄会員
　Ｅグループは３月
26日に『串焼ワイ
ンバル華蔵』で小野
寺さんをリーダーと
して５人で開催しま
した。意見交換は非
常に盛り上がったの

ですけれども、その中で、嵯峨記念育英会の話になり
ました。
　奨学生で通われた方がその後、社会に出られている
方が多々いらっしゃいますが、そういう方に来ていた
だいて近況を語っていただくのはどうだろうか、とい
う話がアイデアとして出ていました。もちろんその中
には「今は、ちょっと」という方もいるかもしれませ
んが、何人か話してもいいという方がいれば、その後、

こういう志で頑張って来て、今はこうなっています、
というような話ができたら非常にその意義などを改め
て振り返ることができるという話がありました。
　また、「釧路空港に釧路ロータリークラブの名前で
『ようこそ釧路へ』みたいな看板を出したらどうだろ
うか」という話が出ました。そこで私の顔を見て「そ
うだ、釧路駅もあった」ということから「釧路空港や
釧路駅に看板を出したらどうだろうか」となり、もて
なしの気
持ちが出るのではないだろうか、と話しておりました。
　議論が進む中で、台湾との交流の話になり、「子ど
もたちの交流はできないだろうか」という話になりま
した。ひとつの考え方として、「例えば、中学生の野
球大会があるので、いつもとはならないけれども、節
目の時に台湾の子どもたちに野球大会に一緒に参加し
たらいいのではないか。お金のかかる話かもしれませ
んが、そういうこともある」という話が出ていました。
　以降は、お騒がせしている『釧路湿原ノロッコ号』
などの鉄道談議で、小野寺さんと話をさせていただく
機会がありましたので大変有意義で盛り上がる会合に
なったと思います。
　以上です。ありがとうございました。

Ｆグループ　　須藤　隆昭会員
　Ｆグループの会場
は『焼肉居酒屋ぎゅ
う太』さんで行いま
した。「元気です
か！」と叫びたくな
るほどお店でいただ
いたお肉は、普段は

赤い物しか食べたことのない僕にとっては、とても白
い物がいっぱい並んでいて、元気いっぱいにいただき
ました。
　「90周年に向けて地域で奉仕活動をしてもらうため
に」ということで、邵リーダーの下、参加者 10名く
らいが集まり活発な話し合いが行われました。
　1936年に30名のメンバーでスタートした釧路ロー
タリークラブは、皆さんに「歴史と伝統のある」とよ
く言われますけれども、「本当にそうなんだ」と実感
できました。
　前回の80周年の実行委員の方から話を聞きました。
その時は、「中学校の野球支援、その後、学校は変わっ
たけど甲子園に行ったメンバーがいる。あるいは数学
検定試験の支援を行ったところ、全国平均を上回る数
学の点数を取れた、という形で目に見えて行った支援
の結果が出ている」と報告されて、「行ったことは無
駄ではないのですね」という話になりました。
　「嵯峨育英会の支援を受けた方の中からも有名な大
学に進んだ方も結構いる」と伺いました。

　そして、「90周年にはどういうことを行いましょう
か」となった時には、「そもそも、ロータリークラブ
は何をする会なの」とか、「奉仕と貢献は違うの」とか、
「なんのための地域奉仕活動なのか」という根本的な
意見も出て、そういうところから考えなければいけな
いということにもなりました。
　出た意見の中では、「広く活動を知ってもらうには
新聞に公告を出すのもあり、有名人のコンサートをし
たり、花火大会をしたりするのもあり」「少子化の中、
学校でスポーツや学力維持が難しいので、子どもたち
の支援が大事ではないか」「地域の子どもたちに特化
したものを行う」など、子どもとか未来を担う人のこ
とが何人かから出されていました。
　「国際協力も大事ですけれども、釧路にとっては釧
路の地域のためになることに奉仕をしていきたい」「立
派に 90周年を終えて、次の 100 周年に向けたい」
「90周年は工藤会長に思う存分にやっていただいて、
そのバックアップをしていきたい」という意見も出ま
した。
　数々の意見が出て、Ｆグループは脱線することもな
く、暴露話のひとつくらいはあったのですけれども、
あまりないまま終わりました。
蛇足になりますが、髙橋会長の目の前の席でしたが、
焼肉の焼き方と、それをサーブするのがプロ級にうま
いのです。そういう所で働いていただろうと思うくら
いビックリしました。その向かいには吉田副会長がお
りましたが、一見怖そうですが、マッコリを飲んでい
る顔がとても柔和な顔で、優しい方なのだという新鮮
な発見があり、楽しかったです。ありがとうございま
す。

Ｇグループ　　山原　活志　会員
　皆さん、こんに
ちは。今回、例会
に来たのは数年ぶ
りということで
す。皆さん、初め
まして。ご無沙汰
しております。無
事に生きておりましたのでご安心いただければと思い
ます。
　Ｇグループは３月 17日、あの大雪の降った日に、
浅川リーダーをはじめ、５人という少人数で行いまし
た。冒頭、後藤委員から 80周年の記念事業で数学検
定を行ったと報告がありました。その時、僕は入会し
て１～２年目の時、副委員長の時でしたが、継続で数
学検定で確か城山小学校に行って、小学生が真剣な眼
差しで受けていたことを思い出しました。
　90周年の事業としては、「メンバー向けがいいのか、
それとも一般向けか」という話がありました。面白い

ところでは、「前市長と現市長を呼んで対談をさせた
らどうか」という話もありました。あとは「フルマラ
ソンをしたらどうか」もありました。
　予算のことも少し聞いて、「なかなか予算もない中
で」という話でした。
　以上、Ｇグループの報告でした。ありがとうござい
ました。

Ｈグループ　　残間　　巌会員
　Ｈグループの残間
です。Ｈグループは
３月 28日に脇リー
ダーの下、４人と委
員会から滝越パスト
会長にお越しいただ
いて、計５人で行い

ました。
　私は、クラブに入って１年と少しですが、脇リー
ダー、吉田秀俊さん、白幡さん、滝越パスト会長とい
うことで、重鎮のお歴々がいる中で、いろいろな昔の
話を伺いながら、このクラブの歴史を私に教えていた
だいた、ひょっとしたら私だけが勉強になったいい時
間だったのだろうと思っております。
　嵯峨記念育英会のことで吉田秀俊さんが北海道新聞
から、嵯峨久さん、晃さんの過去のご功績をクラブ以
外の皆さまに広げるために記事にできないかと依頼さ
れているそうです。ただ過去の情報がないなどがあっ
て記事にするのにご苦労をされていると聞いておりま
す。　財団で嵯峨久さん・晃さん親子を世に知っても
らうべく、例えば、クラブの広告を出して記事ができ
ないか、という話がありました。
　釧路地域にとって、これからの未来がある方という
ことでは、これも吉田秀俊さんの姪のお子さんでトラ
ンペッターの児玉隼人君という高校生でいろいろなコ
ンクールで一番になっている方がいます。例えば、「釧
路出身の音楽家・アーティストがたくさんいますので、
そのような方でコンサートを行うのはどうだろう」と
いう話も出ておりました。
　これは周年とは関係ないのですが、釧路クラブには
転勤者が多いということで、「転勤者を大事にしない

といけない。転勤される方には釧路のファンになって
いただいて、後々、釧路のことをＰＲしていただいた
りして、また釧路に帰って来ていただいたりして、コ
ロナ禍以前には急遽、有志を集めて送別会を行ってい
たようです。コロナ禍以降、行われていないので、こ
れを復活させてはどうか」という話もありました。
　Ｈグループは以上です。ありがとうございました。

Ｉグループ　　濱口　憲太会員
　Ｉグループの濱口
です。時間がないの
で簡単に報告しま
す。
　18日に『鱗』さ
んで、５名で行いま
した。私はサブリー
ダーなのですが、前の日に雪かきで足を痛めてしまっ
て欠席になりましたので、独自の聞き込みでまとめま
した。
　90周年に向けてでは、記念講演の講師をどなたに
依頼するべきかの話がありました。地域の大勢の方に
お越しをいただきたい、私たちの奉仕活動を大勢の方
に知っていただきたい、ということで誰がいいか、と
いう話になって「その検討が大事だ」となりました。
　予算もありますが、講師への講演料もそれなりの規
模に考えたうえで、70周年・石黒社長、80周年・志
田先生、90周年はやはり同様に釧路出身、または北
海道に関係ある方にお願いすべきということで、大樹
町の宇宙事業に携わっております堀江貴文さんはどう
だろうと盛り上がっておりました。
　これから１年半後ですから、計画的に、早期に動い
ていくことが大事です。90年に向けてクラブ会員一
人一人の思いを強めていくことが大事だろうという話
で終わりました。
　「楽しく美味しいお酒を酌み交わしながら話をする
ことができました。これぞ情報集会・炉辺会合の醍醐
味だという集会でした」と土橋リーダーが仰っており
ました。
　以上です。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さん、こ
んにちは。昨日は釧
路北ロータリークラ
ブで、安平和彦パス
トガバナーの講演が
ありました。当クラ
ブからも小船井パス
トガバナー、吉田パストガバナー、荒井会長エレクト、
横田次年度幹事、吉田副会長、東堂幹事と私が参加し
てきました。大変実りある講演でした。その中で、私
も話したいことがたくさんありますが、まだまとまり
がついておりませんので、まとまり次第、皆さまにご
報告させていただきます。
今日は前に話した健康寿命についての第二弾を話させ
ていただきます。
妻が毎日、数杯、美味しそうにコーヒーを飲んでいる
姿を見て、思い切って体にいいのかなと思って調べて
みました。全日本コーヒー協会の発表によると、10
の効果が認められています。死亡リスクを低下させる。
ガンを予防させる。循環器系に作用する。消化器系に
作用する。糖尿病を予防する。肥満を抑制する。認知
機能・学習能力を高める。神経系に作用する。抗酸化
力を活性化する。抗加齢力を高める。このようにたく
さんの効果が期待されております。
その中でも、興味深い認知機能・学習機能を高める効
果について詳しく調べてみました。脳の神経細胞が破
壊されることで起きる認知症、進行をある程度遅らせ

ることができるものの、今のところ特効薬はなく、一
度発生したら完治はなかなか難しいと言われていま
す。身近な病で、自分を含め家族が発症することを考
えると大変感慨深いものがあります。
コーヒーの有効成分としては、クロロゲン酸がよく知
られていますが、実は焙煎の課程で壊れて行くそうで
す。その代わりに熱によって反応が進んで増えるのが
ピロカテコールという成分だそうです。このピロカテ
コールが有効成分だと研究されたそうです。ですが、
このピロカテコールは化学物質の生物学的に作用して
劇物とされるようです。ですからサプリメントとして
販売することはできません。しかし、コーヒーに含ま
れているピロカテコールの量はとても少ないので毒性
が出ず、体にいい効果が出るようです。コーヒーは微
妙なバランスの飲料ということです。
皆さんも毎日のリラックスタイムに、食後に、ぜひと
もコーヒーを取り入れてください。アルツハイマー型
認知症の予防にも一日３杯くらいが適当のようです。
また、カフェインは関係ないようなので、寝カフェで
も良いそうです。
私も妻もコーヒータイムを毎日行って健康寿命を延ば
していきたいと思います。
以上で本日の会長挨拶とします。今日も楽しい例会に
しましょう。
　もうひとつ、本日、新しい事務局員の方がお見えに
なっております。
小野田伸子様です。大山さんの代わりに４月１日から
引継ぎをしているところです。

登壇の上、一言、ご挨拶をよろしくお願いいたします。

新事務局員あいさつ
小野田　伸子さん
　皆さん、こんにち
は。名前はおのだの
ぶこと申します。４
月１日からお世話に
なることになりまし
た。一生懸命に頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

幹事報告　　東堂　光春幹事
　会員の皆さん、こんにちは。４月度のロータリーレー
トは 150 円となっておりますのでよろしくお願いい
たします。
　本日、例会終了後、第 10回理事会を開催しますの
で理事者の方は３階の雪の間にお集まりください。
　2500 地区より、２月下旬に発生した大船渡大規模
山林火災での災害を受け、支援金のご協力のお願いが
来ております。先ほど募金箱を回しておりますが、ま
だお済でない方はお帰りの際に募金のご協力をよろし
くお願いいたします。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員長
　皆さま、こんにち
は。情報委員会です。
過日、３月の 17日
から 28日にかけて
情報集会を開催させ
ていただきました。
「90周年に向けて」
という題で各グループが有意義な会をしていただいた
と聞いております。
それでは時間もありませんので、Ａグループからお願
いしたいと思います。名前はお呼びしませんので、そ
の次、その次ということでお願いできればと思います。
それではよろしくお願いいたします。

Ａグループ　　桑原　岳広会員
　皆さま、こんにち
は。北電ネットワー
クの桑原です。Ａグ
ループの報告をさせ
ていただきます。３
月 26日、杉村委員

長にもご参加いただきまして濱谷リーダーの下、『八
喜寿司』さんで、６名による情報集会を開催いたしま
した。
話題が多岐にわたってオフレコの話もあり、活発な議
論が行われて非常に楽しい情報集会となっておりま
す。
90周年に向けて釧路ロータリーの活動についてとい
うことで、自由な意見交換となりました。今日はその
中の意見を少しご紹介させていただきたいと思いま
す。
議論は釧路ロータリーの活動を広く地域に知ってもら
うためには、というところから始まりました。意見と
しては、活動自体をＰＲするということよりも、活動
自体を地域の方々に求められるような活動、地域貢献
により軸足を置いた活動を積極的に行っていくのが良
いのではないか、という意見が出ておりました。
ただ、活動自体を否定する意見はなかったのですけど
も、活動の在り方については、釧路ロータリーの和や
かな和気あいあいとした寛容な良さを失わない程度
に、程よい活動にすべきというような意見があり、む
しろクラブでのつながりを深めることでロータリーの
活動以外でも地域に貢献できることもある、というよ
うな意見も出て、皆さん納得されていたということで
す。
次に、いま地域に求められることはなんだろうかとい
う話題になり、そのひとつとして釧路地域の活性化が
挙げられました。観光分野で盛り上げていくのがいい
のではないかという意見や、キーワードとして出たの
は『シビックプライドの醸成』が大事だという意見が
ありました。地元の方は、これまで釧路のことをあま
り良く言わない傾向にあって、連鎖を止めることが重
要である、という意見が出ておりました。
その一方で、地元民からすると、ずっと地元にいると
その良さに気付けなかったり、地元の良さをＰＲする
こと自体が恥ずかしかったり、上手く表現できないと
いうような面もあるのではないかという意見もありま
した。
そういう面においては、釧路ロータリーには私も含め
て転勤族がいて、転勤族が地元の方が気付かない良さ
というのを知っているはずだと。なので、転勤族の方々
に釧路の良さ、魅力をＰＲしてもらうのがいいのでは
ないかというような意見も出ておりました。私も転勤
族で、こちらに来て９カ月になりますが、釧路の地元
の方々の人々の良さにふれることも多くて、自然の美
しさや夏の涼しさにふれて、釧路地域は魅力にあふれ
ていることを実感しております。私も魅力を地域に発
信していきたい、そういうことで盛り上げていきたい
と改めて思った次第です。
一方で釧路ロータリーの方の地元の方々の役割という
話になって、ロータリーのメンバーの方々は、釧路で

もそうそうたるメンバーの集まりです。そういう意味
では、経営者としての釧路での成功体験などを、地元
のメンバーによる若者へ出前授業などを行っていうの
もいいのではないか、という意見も出ておりました。
その後も話題も尽きることなく時間いっぱいまで議論
は続きました。メンバーからは「今日の座談会の議論
自体を若者に聞いてもらいたい」という話も出ていま
した。
最後は杉村委員長から「非常に良い情報集会でした」
というお褒めの言葉をいただいて会を終了いたしまし
た。
以上です。

Ｂグループ　　曽我部元親会員
　こんにちは。Ｂグ
ループの発表をさせ
ていただきます、曽
我部です。私たちＢ
グループは３月 24
日に『ぼくぜん運動
公園』で開催をしま

した。参加者は、杉村委員長をはじめＢグループから
は６名、別グループから青田さんと前田さんが参加を
し、合計９名で開催をいたしました。
冒頭、杉村委員長から「まずは 70周年の時に会長だっ
た青田さんがせっかく参加しているので、その話から
スタートしましょう」ということで始まりました。
青田さんからは、70周年はつなぎの周年なので、ま
ずは規模を大きくせず、中身重視で開催しようという
ことになったそうです。目玉企画として、ホーマック
の石黒会長に講演を頼もうとなったのですが、伝手（つ
て）がないということでいろいろ探したところ、滝越
さんがお仕事の関係でお付き合いがあることから滝越
さんに講演担当委員長としてお任せをしたということ
です。
当時の石黒会長は、講演を引き受けない方だったらし
く、滝越さんはおそらく４回も５回も訪問をして、な
んとか決まったのではないか、と話しておりました。
せっかく石黒さんが講演してくれることなので、基調
講演は一般開放しようとなったそうです。事前の周知
で新聞広告はもちろんなのですが、ＦＭ放送で話した
らどうかとなって、これは小船井さんにお願いをして
ＦＭくしろの番組の中で宣伝することになったそうで
す。青田さんと吉田潤司さんがこれに出演をして、
20分の枠でしたが、15分を青田さんが話したので、
終わった後で奥様からきつく叱られたと言っておりま
した。
ＦＭでの告知というのは効果があるので、今後、ロー
タリーの活動を放送の中で宣伝するのもいいのではな
いかと。同時に、「会員増強にもつながるね」という

話も出たのですが、会員増強について皆さんは、自分
から入らしてくださいという方はいなくて、つながり
から入ってくることが多いので、会員増強と周知につ
いては分けた方がいいのではないか、という意見が出
ておりました。
次の 90周年に向けてということで、担当となる会長
は、非常に個性的で明るい方だと思うので前例にとら
われず、会長のキャラを前面に出した周年事業にした
ほうが良いという意見が出されていました。誰が言っ
たのかメモしてないのですが、アドバイスとしてはゴ
ルフと同じで、固く構えず力を抜いてやるほうがいい
と言っておられました。おそらくゴルフの上手い方の
発言ではなかったかなと思います。
最後に、谷川さんが乾杯で締めたのですが、私の記憶
が確かであれば、谷川さんが「なかなか普段例会に出
られない。90周年についてはどんなことでもやるの
で言ってくれ」ということで締めたという情報集会に
なっております。
以上です。

Ｃグループ　　藤井　敬亮会員
　Ｃグループサブ
リーダーを務めまし
た藤井です。３分ほ
どというので簡潔に
まとめてまいりまし
た。
Ｃグループは、テー
マ 90周年へ向け地域に奉仕活動を知ってもらうため
にということで話し合いました。出席者は、市橋リー
ダー、吉田潤司さん、尾越さん、大道さん、川本さん
という重鎮をはじめ、西池さん、羽田さん、八幡さん、
クラブ研修委員会から後藤パスト会長という、総勢
10名で開始いたしました。
乾杯の飲み物がそろう前に、後藤パスト会長から情報
委員会の立場でこのテーマについての説明があり、そ
の後、フリートークになりました。
内容としては、100 人以上の会員を維持する釧路ロー
タリーには、その力と魅力があるという尾越さんの力
強い言葉から始まりました。「ロータリーソングは毎
回歌っているけども、世界共通なのか日本共通なのか」
などいろいろな謎の話もありました。
最近の他クラブの周年事業というのも質素でこじんま
りとしているらしいですから、テーマの 90周年の事
業も質素にして 100 周年に集中するのがいいのでは
ないかという意見もありました。
微妙に今回の炉辺会合のテーマとずれているかなと
思っていたのですけども、西池さんが「実は、今回の
会合に合わせてチャットＧＰＴにあらゆるロータリー
クラブの情報を読み込ませて、会合のテーマに対する

回答を導き出してプリントアウトして来た」と言うの
です。
配られたＡ４両面に書かれていたのですけども、その
回答を読んでその日のテーマに関する話し合いは終了
したかなというような感じがしました。
その後は、重鎮の方々のロータリーの昔の話とか、主
に尾越さんの暴露大会ということになりまして、非常
に有意義な会合となりました。
今回の会合で学んだことは、このような忌憚のない暴
露話こそが 100 人を超す会員を釧路ロータリーが実
はどこかで結び付けて、一塊にしているのではないか
なということです。　　
Ｃグループの発表のまとめとして、今回のテーマに対
するチャットＧＰＴの結論で終わらせていただきたい
と思います。
結論、「アピールや宣伝は、単なる自己顕示ではなく、
奉仕の精神を広める。地域とのつながりを深める。未
来につなげるために必要です。特に 90周年という節
目を生かして、これまでの活動を地域に発信し、次世
代へバトンを渡すための広報活動を計画的に進めるこ
とが重要です」という優秀な回答です。西池さんあり
がとうございました。
以上、Ｃグループの発表でした。ありがとうございま
す。

Ｄグループ　　小林　祐介会員
　小林です。情報集
会Ｄチームにおりま
した。発表できる範
囲で報告したいと思
います。Ｄグループ
は、３月 28日に『は
たご家』さんで開催

しました。メンバーは石田さん、及川さん、チームリー
ダー佐藤さん、工藤さん、私小林と研修委員会から杉
村さんにご参加をいただきました。
テーマの 90周年に向けてというお題では、会長エレ
クトの工藤さんが一緒の席にいることから、まず工藤
さんを皮切りに話を伺いました。
工藤さんからは、特に釧路クラブ独自の取り組みとい
うことで、嵯峨記念育英会へのとても強い思い入れと、
ぜひ未来に向けて継承発展して行きたいというところ
をいかにするか、こういう非常に熱いお気持ちをお聞
きすることができました。
そこを皮切りに皆さんで話をして、中心になったのは、
公共イメージを高めていくためにはいかにしたらいい
のかの観点が議論の中心になりました。
釧路クラブは、これまでも長年地域にさまざま貢献を
してきたことで、貢献のヒストリーを一度整理して、
みんなに開示をしてみたらどうだ、というところ。興

味を持った人に深く気づいていただきましょう、とい
う観点でアーカイブを作成・整備することで、このク
ラブの奥深さを気付いていただく用意をする、という
話も出てきました。
その他、活発な論議がありまして、リーダーの佐藤さ
んがおりましたけれども、ほぼ仕切りゼロでどんどん
話が進むというような展開になったと思っておりま
す。
その他いろんなヒートアップもありました。やはり話
題は、釧路クラブは 100 名を超える３桁の会員数を
誇るというところ、このクラブの良さをどう維持発展
させていくかにも話が及びました。このような多くの
人数がいることで多様な業種、いろんな出会いがある
とこの大切さは非常に価値のあることに意見をひとつ
にしたものの、人数だけを追いかけることについては、
そればかりではないのではないかという話もありまし
た。
実例に基づいて、いろいろなクラブの負の面、数を追
いすぎた結果で大丈夫かなという所で負の面も。私も
まだ３年目ですので、この業界のわからないところで
すけども、実例に基づいてわかりやすく勉強させてい
ただいたなと思っております。
最後は、石田さんから「どういう人がクラブの門をた
たこうとするのか。これは現役の会員の映し鏡です。
クラブの魅力というのは私たち自身、会員一人一人が
より魅力的な存在になることが必要なのではないか」
という非常にありがたいお話いただきまして、見事締
まったという形になりました。
本当に臨場感あるいろいろな話が飛び出して、ちょっ
とすみませんその他いろんなお話があったのですけれ
ども、この場では一応すべてカットとさせていただき
たいと思います。
以上です。ご清聴ありがとうございました。

Ｅグループ　戸川　達雄会員
　Ｅグループは３月
26日に『串焼ワイ
ンバル華蔵』で小野
寺さんをリーダーと
して５人で開催しま
した。意見交換は非
常に盛り上がったの

ですけれども、その中で、嵯峨記念育英会の話になり
ました。
　奨学生で通われた方がその後、社会に出られている
方が多々いらっしゃいますが、そういう方に来ていた
だいて近況を語っていただくのはどうだろうか、とい
う話がアイデアとして出ていました。もちろんその中
には「今は、ちょっと」という方もいるかもしれませ
んが、何人か話してもいいという方がいれば、その後、

こういう志で頑張って来て、今はこうなっています、
というような話ができたら非常にその意義などを改め
て振り返ることができるという話がありました。
　また、「釧路空港に釧路ロータリークラブの名前で
『ようこそ釧路へ』みたいな看板を出したらどうだろ
うか」という話が出ました。そこで私の顔を見て「そ
うだ、釧路駅もあった」ということから「釧路空港や
釧路駅に看板を出したらどうだろうか」となり、もて
なしの気
持ちが出るのではないだろうか、と話しておりました。
　議論が進む中で、台湾との交流の話になり、「子ど
もたちの交流はできないだろうか」という話になりま
した。ひとつの考え方として、「例えば、中学生の野
球大会があるので、いつもとはならないけれども、節
目の時に台湾の子どもたちに野球大会に一緒に参加し
たらいいのではないか。お金のかかる話かもしれませ
んが、そういうこともある」という話が出ていました。
　以降は、お騒がせしている『釧路湿原ノロッコ号』
などの鉄道談議で、小野寺さんと話をさせていただく
機会がありましたので大変有意義で盛り上がる会合に
なったと思います。
　以上です。ありがとうございました。

Ｆグループ　　須藤　隆昭会員
　Ｆグループの会場
は『焼肉居酒屋ぎゅ
う太』さんで行いま
した。「元気です
か！」と叫びたくな
るほどお店でいただ
いたお肉は、普段は

赤い物しか食べたことのない僕にとっては、とても白
い物がいっぱい並んでいて、元気いっぱいにいただき
ました。
　「90周年に向けて地域で奉仕活動をしてもらうため
に」ということで、邵リーダーの下、参加者 10名く
らいが集まり活発な話し合いが行われました。
　1936年に30名のメンバーでスタートした釧路ロー
タリークラブは、皆さんに「歴史と伝統のある」とよ
く言われますけれども、「本当にそうなんだ」と実感
できました。
　前回の80周年の実行委員の方から話を聞きました。
その時は、「中学校の野球支援、その後、学校は変わっ
たけど甲子園に行ったメンバーがいる。あるいは数学
検定試験の支援を行ったところ、全国平均を上回る数
学の点数を取れた、という形で目に見えて行った支援
の結果が出ている」と報告されて、「行ったことは無
駄ではないのですね」という話になりました。
　「嵯峨育英会の支援を受けた方の中からも有名な大
学に進んだ方も結構いる」と伺いました。

　そして、「90周年にはどういうことを行いましょう
か」となった時には、「そもそも、ロータリークラブ
は何をする会なの」とか、「奉仕と貢献は違うの」とか、
「なんのための地域奉仕活動なのか」という根本的な
意見も出て、そういうところから考えなければいけな
いということにもなりました。
　出た意見の中では、「広く活動を知ってもらうには
新聞に公告を出すのもあり、有名人のコンサートをし
たり、花火大会をしたりするのもあり」「少子化の中、
学校でスポーツや学力維持が難しいので、子どもたち
の支援が大事ではないか」「地域の子どもたちに特化
したものを行う」など、子どもとか未来を担う人のこ
とが何人かから出されていました。
　「国際協力も大事ですけれども、釧路にとっては釧
路の地域のためになることに奉仕をしていきたい」「立
派に 90周年を終えて、次の 100 周年に向けたい」
「90周年は工藤会長に思う存分にやっていただいて、
そのバックアップをしていきたい」という意見も出ま
した。
　数々の意見が出て、Ｆグループは脱線することもな
く、暴露話のひとつくらいはあったのですけれども、
あまりないまま終わりました。
蛇足になりますが、髙橋会長の目の前の席でしたが、
焼肉の焼き方と、それをサーブするのがプロ級にうま
いのです。そういう所で働いていただろうと思うくら
いビックリしました。その向かいには吉田副会長がお
りましたが、一見怖そうですが、マッコリを飲んでい
る顔がとても柔和な顔で、優しい方なのだという新鮮
な発見があり、楽しかったです。ありがとうございま
す。

Ｇグループ　　山原　活志　会員
　皆さん、こんに
ちは。今回、例会
に来たのは数年ぶ
りということで
す。皆さん、初め
まして。ご無沙汰
しております。無
事に生きておりましたのでご安心いただければと思い
ます。
　Ｇグループは３月 17日、あの大雪の降った日に、
浅川リーダーをはじめ、５人という少人数で行いまし
た。冒頭、後藤委員から 80周年の記念事業で数学検
定を行ったと報告がありました。その時、僕は入会し
て１～２年目の時、副委員長の時でしたが、継続で数
学検定で確か城山小学校に行って、小学生が真剣な眼
差しで受けていたことを思い出しました。
　90周年の事業としては、「メンバー向けがいいのか、
それとも一般向けか」という話がありました。面白い

ところでは、「前市長と現市長を呼んで対談をさせた
らどうか」という話もありました。あとは「フルマラ
ソンをしたらどうか」もありました。
　予算のことも少し聞いて、「なかなか予算もない中
で」という話でした。
　以上、Ｇグループの報告でした。ありがとうござい
ました。

Ｈグループ　　残間　　巌会員
　Ｈグループの残間
です。Ｈグループは
３月 28日に脇リー
ダーの下、４人と委
員会から滝越パスト
会長にお越しいただ
いて、計５人で行い

ました。
　私は、クラブに入って１年と少しですが、脇リー
ダー、吉田秀俊さん、白幡さん、滝越パスト会長とい
うことで、重鎮のお歴々がいる中で、いろいろな昔の
話を伺いながら、このクラブの歴史を私に教えていた
だいた、ひょっとしたら私だけが勉強になったいい時
間だったのだろうと思っております。
　嵯峨記念育英会のことで吉田秀俊さんが北海道新聞
から、嵯峨久さん、晃さんの過去のご功績をクラブ以
外の皆さまに広げるために記事にできないかと依頼さ
れているそうです。ただ過去の情報がないなどがあっ
て記事にするのにご苦労をされていると聞いておりま
す。　財団で嵯峨久さん・晃さん親子を世に知っても
らうべく、例えば、クラブの広告を出して記事ができ
ないか、という話がありました。
　釧路地域にとって、これからの未来がある方という
ことでは、これも吉田秀俊さんの姪のお子さんでトラ
ンペッターの児玉隼人君という高校生でいろいろなコ
ンクールで一番になっている方がいます。例えば、「釧
路出身の音楽家・アーティストがたくさんいますので、
そのような方でコンサートを行うのはどうだろう」と
いう話も出ておりました。
　これは周年とは関係ないのですが、釧路クラブには
転勤者が多いということで、「転勤者を大事にしない

といけない。転勤される方には釧路のファンになって
いただいて、後々、釧路のことをＰＲしていただいた
りして、また釧路に帰って来ていただいたりして、コ
ロナ禍以前には急遽、有志を集めて送別会を行ってい
たようです。コロナ禍以降、行われていないので、こ
れを復活させてはどうか」という話もありました。
　Ｈグループは以上です。ありがとうございました。

Ｉグループ　　濱口　憲太会員
　Ｉグループの濱口
です。時間がないの
で簡単に報告しま
す。
　18日に『鱗』さ
んで、５名で行いま
した。私はサブリー
ダーなのですが、前の日に雪かきで足を痛めてしまっ
て欠席になりましたので、独自の聞き込みでまとめま
した。
　90周年に向けてでは、記念講演の講師をどなたに
依頼するべきかの話がありました。地域の大勢の方に
お越しをいただきたい、私たちの奉仕活動を大勢の方
に知っていただきたい、ということで誰がいいか、と
いう話になって「その検討が大事だ」となりました。
　予算もありますが、講師への講演料もそれなりの規
模に考えたうえで、70周年・石黒社長、80周年・志
田先生、90周年はやはり同様に釧路出身、または北
海道に関係ある方にお願いすべきということで、大樹
町の宇宙事業に携わっております堀江貴文さんはどう
だろうと盛り上がっておりました。
　これから１年半後ですから、計画的に、早期に動い
ていくことが大事です。90年に向けてクラブ会員一
人一人の思いを強めていくことが大事だろうという話
で終わりました。
　「楽しく美味しいお酒を酌み交わしながら話をする
ことができました。これぞ情報集会・炉辺会合の醍醐
味だという集会でした」と土橋リーダーが仰っており
ました。
　以上です。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さん、こ
んにちは。昨日は釧
路北ロータリークラ
ブで、安平和彦パス
トガバナーの講演が
ありました。当クラ
ブからも小船井パス
トガバナー、吉田パストガバナー、荒井会長エレクト、
横田次年度幹事、吉田副会長、東堂幹事と私が参加し
てきました。大変実りある講演でした。その中で、私
も話したいことがたくさんありますが、まだまとまり
がついておりませんので、まとまり次第、皆さまにご
報告させていただきます。
今日は前に話した健康寿命についての第二弾を話させ
ていただきます。
妻が毎日、数杯、美味しそうにコーヒーを飲んでいる
姿を見て、思い切って体にいいのかなと思って調べて
みました。全日本コーヒー協会の発表によると、10
の効果が認められています。死亡リスクを低下させる。
ガンを予防させる。循環器系に作用する。消化器系に
作用する。糖尿病を予防する。肥満を抑制する。認知
機能・学習能力を高める。神経系に作用する。抗酸化
力を活性化する。抗加齢力を高める。このようにたく
さんの効果が期待されております。
その中でも、興味深い認知機能・学習機能を高める効
果について詳しく調べてみました。脳の神経細胞が破
壊されることで起きる認知症、進行をある程度遅らせ

ることができるものの、今のところ特効薬はなく、一
度発生したら完治はなかなか難しいと言われていま
す。身近な病で、自分を含め家族が発症することを考
えると大変感慨深いものがあります。
コーヒーの有効成分としては、クロロゲン酸がよく知
られていますが、実は焙煎の課程で壊れて行くそうで
す。その代わりに熱によって反応が進んで増えるのが
ピロカテコールという成分だそうです。このピロカテ
コールが有効成分だと研究されたそうです。ですが、
このピロカテコールは化学物質の生物学的に作用して
劇物とされるようです。ですからサプリメントとして
販売することはできません。しかし、コーヒーに含ま
れているピロカテコールの量はとても少ないので毒性
が出ず、体にいい効果が出るようです。コーヒーは微
妙なバランスの飲料ということです。
皆さんも毎日のリラックスタイムに、食後に、ぜひと
もコーヒーを取り入れてください。アルツハイマー型
認知症の予防にも一日３杯くらいが適当のようです。
また、カフェインは関係ないようなので、寝カフェで
も良いそうです。
私も妻もコーヒータイムを毎日行って健康寿命を延ば
していきたいと思います。
以上で本日の会長挨拶とします。今日も楽しい例会に
しましょう。
　もうひとつ、本日、新しい事務局員の方がお見えに
なっております。
小野田伸子様です。大山さんの代わりに４月１日から
引継ぎをしているところです。

登壇の上、一言、ご挨拶をよろしくお願いいたします。

新事務局員あいさつ
小野田　伸子さん
　皆さん、こんにち
は。名前はおのだの
ぶこと申します。４
月１日からお世話に
なることになりまし
た。一生懸命に頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

幹事報告　　東堂　光春幹事
　会員の皆さん、こんにちは。４月度のロータリーレー
トは 150 円となっておりますのでよろしくお願いい
たします。
　本日、例会終了後、第 10回理事会を開催しますの
で理事者の方は３階の雪の間にお集まりください。
　2500 地区より、２月下旬に発生した大船渡大規模
山林火災での災害を受け、支援金のご協力のお願いが
来ております。先ほど募金箱を回しておりますが、ま
だお済でない方はお帰りの際に募金のご協力をよろし
くお願いいたします。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員長
　皆さま、こんにち
は。情報委員会です。
過日、３月の 17日
から 28日にかけて
情報集会を開催させ
ていただきました。
「90周年に向けて」
という題で各グループが有意義な会をしていただいた
と聞いております。
それでは時間もありませんので、Ａグループからお願
いしたいと思います。名前はお呼びしませんので、そ
の次、その次ということでお願いできればと思います。
それではよろしくお願いいたします。

Ａグループ　　桑原　岳広会員
　皆さま、こんにち
は。北電ネットワー
クの桑原です。Ａグ
ループの報告をさせ
ていただきます。３
月 26日、杉村委員

長にもご参加いただきまして濱谷リーダーの下、『八
喜寿司』さんで、６名による情報集会を開催いたしま
した。
話題が多岐にわたってオフレコの話もあり、活発な議
論が行われて非常に楽しい情報集会となっておりま
す。
90周年に向けて釧路ロータリーの活動についてとい
うことで、自由な意見交換となりました。今日はその
中の意見を少しご紹介させていただきたいと思いま
す。
議論は釧路ロータリーの活動を広く地域に知ってもら
うためには、というところから始まりました。意見と
しては、活動自体をＰＲするということよりも、活動
自体を地域の方々に求められるような活動、地域貢献
により軸足を置いた活動を積極的に行っていくのが良
いのではないか、という意見が出ておりました。
ただ、活動自体を否定する意見はなかったのですけど
も、活動の在り方については、釧路ロータリーの和や
かな和気あいあいとした寛容な良さを失わない程度
に、程よい活動にすべきというような意見があり、む
しろクラブでのつながりを深めることでロータリーの
活動以外でも地域に貢献できることもある、というよ
うな意見も出て、皆さん納得されていたということで
す。
次に、いま地域に求められることはなんだろうかとい
う話題になり、そのひとつとして釧路地域の活性化が
挙げられました。観光分野で盛り上げていくのがいい
のではないかという意見や、キーワードとして出たの
は『シビックプライドの醸成』が大事だという意見が
ありました。地元の方は、これまで釧路のことをあま
り良く言わない傾向にあって、連鎖を止めることが重
要である、という意見が出ておりました。
その一方で、地元民からすると、ずっと地元にいると
その良さに気付けなかったり、地元の良さをＰＲする
こと自体が恥ずかしかったり、上手く表現できないと
いうような面もあるのではないかという意見もありま
した。
そういう面においては、釧路ロータリーには私も含め
て転勤族がいて、転勤族が地元の方が気付かない良さ
というのを知っているはずだと。なので、転勤族の方々
に釧路の良さ、魅力をＰＲしてもらうのがいいのでは
ないかというような意見も出ておりました。私も転勤
族で、こちらに来て９カ月になりますが、釧路の地元
の方々の人々の良さにふれることも多くて、自然の美
しさや夏の涼しさにふれて、釧路地域は魅力にあふれ
ていることを実感しております。私も魅力を地域に発
信していきたい、そういうことで盛り上げていきたい
と改めて思った次第です。
一方で釧路ロータリーの方の地元の方々の役割という
話になって、ロータリーのメンバーの方々は、釧路で

もそうそうたるメンバーの集まりです。そういう意味
では、経営者としての釧路での成功体験などを、地元
のメンバーによる若者へ出前授業などを行っていうの
もいいのではないか、という意見も出ておりました。
その後も話題も尽きることなく時間いっぱいまで議論
は続きました。メンバーからは「今日の座談会の議論
自体を若者に聞いてもらいたい」という話も出ていま
した。
最後は杉村委員長から「非常に良い情報集会でした」
というお褒めの言葉をいただいて会を終了いたしまし
た。
以上です。

Ｂグループ　　曽我部元親会員
　こんにちは。Ｂグ
ループの発表をさせ
ていただきます、曽
我部です。私たちＢ
グループは３月 24
日に『ぼくぜん運動
公園』で開催をしま

した。参加者は、杉村委員長をはじめＢグループから
は６名、別グループから青田さんと前田さんが参加を
し、合計９名で開催をいたしました。
冒頭、杉村委員長から「まずは 70周年の時に会長だっ
た青田さんがせっかく参加しているので、その話から
スタートしましょう」ということで始まりました。
青田さんからは、70周年はつなぎの周年なので、ま
ずは規模を大きくせず、中身重視で開催しようという
ことになったそうです。目玉企画として、ホーマック
の石黒会長に講演を頼もうとなったのですが、伝手（つ
て）がないということでいろいろ探したところ、滝越
さんがお仕事の関係でお付き合いがあることから滝越
さんに講演担当委員長としてお任せをしたということ
です。
当時の石黒会長は、講演を引き受けない方だったらし
く、滝越さんはおそらく４回も５回も訪問をして、な
んとか決まったのではないか、と話しておりました。
せっかく石黒さんが講演してくれることなので、基調
講演は一般開放しようとなったそうです。事前の周知
で新聞広告はもちろんなのですが、ＦＭ放送で話した
らどうかとなって、これは小船井さんにお願いをして
ＦＭくしろの番組の中で宣伝することになったそうで
す。青田さんと吉田潤司さんがこれに出演をして、
20分の枠でしたが、15分を青田さんが話したので、
終わった後で奥様からきつく叱られたと言っておりま
した。
ＦＭでの告知というのは効果があるので、今後、ロー
タリーの活動を放送の中で宣伝するのもいいのではな
いかと。同時に、「会員増強にもつながるね」という

話も出たのですが、会員増強について皆さんは、自分
から入らしてくださいという方はいなくて、つながり
から入ってくることが多いので、会員増強と周知につ
いては分けた方がいいのではないか、という意見が出
ておりました。
次の 90周年に向けてということで、担当となる会長
は、非常に個性的で明るい方だと思うので前例にとら
われず、会長のキャラを前面に出した周年事業にした
ほうが良いという意見が出されていました。誰が言っ
たのかメモしてないのですが、アドバイスとしてはゴ
ルフと同じで、固く構えず力を抜いてやるほうがいい
と言っておられました。おそらくゴルフの上手い方の
発言ではなかったかなと思います。
最後に、谷川さんが乾杯で締めたのですが、私の記憶
が確かであれば、谷川さんが「なかなか普段例会に出
られない。90周年についてはどんなことでもやるの
で言ってくれ」ということで締めたという情報集会に
なっております。
以上です。

Ｃグループ　　藤井　敬亮会員
　Ｃグループサブ
リーダーを務めまし
た藤井です。３分ほ
どというので簡潔に
まとめてまいりまし
た。
Ｃグループは、テー
マ 90周年へ向け地域に奉仕活動を知ってもらうため
にということで話し合いました。出席者は、市橋リー
ダー、吉田潤司さん、尾越さん、大道さん、川本さん
という重鎮をはじめ、西池さん、羽田さん、八幡さん、
クラブ研修委員会から後藤パスト会長という、総勢
10名で開始いたしました。
乾杯の飲み物がそろう前に、後藤パスト会長から情報
委員会の立場でこのテーマについての説明があり、そ
の後、フリートークになりました。
内容としては、100 人以上の会員を維持する釧路ロー
タリーには、その力と魅力があるという尾越さんの力
強い言葉から始まりました。「ロータリーソングは毎
回歌っているけども、世界共通なのか日本共通なのか」
などいろいろな謎の話もありました。
最近の他クラブの周年事業というのも質素でこじんま
りとしているらしいですから、テーマの 90周年の事
業も質素にして 100 周年に集中するのがいいのでは
ないかという意見もありました。
微妙に今回の炉辺会合のテーマとずれているかなと
思っていたのですけども、西池さんが「実は、今回の
会合に合わせてチャットＧＰＴにあらゆるロータリー
クラブの情報を読み込ませて、会合のテーマに対する

回答を導き出してプリントアウトして来た」と言うの
です。
配られたＡ４両面に書かれていたのですけども、その
回答を読んでその日のテーマに関する話し合いは終了
したかなというような感じがしました。
その後は、重鎮の方々のロータリーの昔の話とか、主
に尾越さんの暴露大会ということになりまして、非常
に有意義な会合となりました。
今回の会合で学んだことは、このような忌憚のない暴
露話こそが 100 人を超す会員を釧路ロータリーが実
はどこかで結び付けて、一塊にしているのではないか
なということです。　　
Ｃグループの発表のまとめとして、今回のテーマに対
するチャットＧＰＴの結論で終わらせていただきたい
と思います。
結論、「アピールや宣伝は、単なる自己顕示ではなく、
奉仕の精神を広める。地域とのつながりを深める。未
来につなげるために必要です。特に 90周年という節
目を生かして、これまでの活動を地域に発信し、次世
代へバトンを渡すための広報活動を計画的に進めるこ
とが重要です」という優秀な回答です。西池さんあり
がとうございました。
以上、Ｃグループの発表でした。ありがとうございま
す。

Ｄグループ　　小林　祐介会員
　小林です。情報集
会Ｄチームにおりま
した。発表できる範
囲で報告したいと思
います。Ｄグループ
は、３月 28日に『は
たご家』さんで開催

しました。メンバーは石田さん、及川さん、チームリー
ダー佐藤さん、工藤さん、私小林と研修委員会から杉
村さんにご参加をいただきました。
テーマの 90周年に向けてというお題では、会長エレ
クトの工藤さんが一緒の席にいることから、まず工藤
さんを皮切りに話を伺いました。
工藤さんからは、特に釧路クラブ独自の取り組みとい
うことで、嵯峨記念育英会へのとても強い思い入れと、
ぜひ未来に向けて継承発展して行きたいというところ
をいかにするか、こういう非常に熱いお気持ちをお聞
きすることができました。
そこを皮切りに皆さんで話をして、中心になったのは、
公共イメージを高めていくためにはいかにしたらいい
のかの観点が議論の中心になりました。
釧路クラブは、これまでも長年地域にさまざま貢献を
してきたことで、貢献のヒストリーを一度整理して、
みんなに開示をしてみたらどうだ、というところ。興

味を持った人に深く気づいていただきましょう、とい
う観点でアーカイブを作成・整備することで、このク
ラブの奥深さを気付いていただく用意をする、という
話も出てきました。
その他、活発な論議がありまして、リーダーの佐藤さ
んがおりましたけれども、ほぼ仕切りゼロでどんどん
話が進むというような展開になったと思っておりま
す。
その他いろんなヒートアップもありました。やはり話
題は、釧路クラブは 100 名を超える３桁の会員数を
誇るというところ、このクラブの良さをどう維持発展
させていくかにも話が及びました。このような多くの
人数がいることで多様な業種、いろんな出会いがある
とこの大切さは非常に価値のあることに意見をひとつ
にしたものの、人数だけを追いかけることについては、
そればかりではないのではないかという話もありまし
た。
実例に基づいて、いろいろなクラブの負の面、数を追
いすぎた結果で大丈夫かなという所で負の面も。私も
まだ３年目ですので、この業界のわからないところで
すけども、実例に基づいてわかりやすく勉強させてい
ただいたなと思っております。
最後は、石田さんから「どういう人がクラブの門をた
たこうとするのか。これは現役の会員の映し鏡です。
クラブの魅力というのは私たち自身、会員一人一人が
より魅力的な存在になることが必要なのではないか」
という非常にありがたいお話いただきまして、見事締
まったという形になりました。
本当に臨場感あるいろいろな話が飛び出して、ちょっ
とすみませんその他いろんなお話があったのですけれ
ども、この場では一応すべてカットとさせていただき
たいと思います。
以上です。ご清聴ありがとうございました。

Ｅグループ　戸川　達雄会員
　Ｅグループは３月
26日に『串焼ワイ
ンバル華蔵』で小野
寺さんをリーダーと
して５人で開催しま
した。意見交換は非
常に盛り上がったの

ですけれども、その中で、嵯峨記念育英会の話になり
ました。
　奨学生で通われた方がその後、社会に出られている
方が多々いらっしゃいますが、そういう方に来ていた
だいて近況を語っていただくのはどうだろうか、とい
う話がアイデアとして出ていました。もちろんその中
には「今は、ちょっと」という方もいるかもしれませ
んが、何人か話してもいいという方がいれば、その後、

こういう志で頑張って来て、今はこうなっています、
というような話ができたら非常にその意義などを改め
て振り返ることができるという話がありました。
　また、「釧路空港に釧路ロータリークラブの名前で
『ようこそ釧路へ』みたいな看板を出したらどうだろ
うか」という話が出ました。そこで私の顔を見て「そ
うだ、釧路駅もあった」ということから「釧路空港や
釧路駅に看板を出したらどうだろうか」となり、もて
なしの気
持ちが出るのではないだろうか、と話しておりました。
　議論が進む中で、台湾との交流の話になり、「子ど
もたちの交流はできないだろうか」という話になりま
した。ひとつの考え方として、「例えば、中学生の野
球大会があるので、いつもとはならないけれども、節
目の時に台湾の子どもたちに野球大会に一緒に参加し
たらいいのではないか。お金のかかる話かもしれませ
んが、そういうこともある」という話が出ていました。
　以降は、お騒がせしている『釧路湿原ノロッコ号』
などの鉄道談議で、小野寺さんと話をさせていただく
機会がありましたので大変有意義で盛り上がる会合に
なったと思います。
　以上です。ありがとうございました。

Ｆグループ　　須藤　隆昭会員
　Ｆグループの会場
は『焼肉居酒屋ぎゅ
う太』さんで行いま
した。「元気です
か！」と叫びたくな
るほどお店でいただ
いたお肉は、普段は

赤い物しか食べたことのない僕にとっては、とても白
い物がいっぱい並んでいて、元気いっぱいにいただき
ました。
　「90周年に向けて地域で奉仕活動をしてもらうため
に」ということで、邵リーダーの下、参加者 10名く
らいが集まり活発な話し合いが行われました。
　1936年に30名のメンバーでスタートした釧路ロー
タリークラブは、皆さんに「歴史と伝統のある」とよ
く言われますけれども、「本当にそうなんだ」と実感
できました。
　前回の80周年の実行委員の方から話を聞きました。
その時は、「中学校の野球支援、その後、学校は変わっ
たけど甲子園に行ったメンバーがいる。あるいは数学
検定試験の支援を行ったところ、全国平均を上回る数
学の点数を取れた、という形で目に見えて行った支援
の結果が出ている」と報告されて、「行ったことは無
駄ではないのですね」という話になりました。
　「嵯峨育英会の支援を受けた方の中からも有名な大
学に進んだ方も結構いる」と伺いました。

　そして、「90周年にはどういうことを行いましょう
か」となった時には、「そもそも、ロータリークラブ
は何をする会なの」とか、「奉仕と貢献は違うの」とか、
「なんのための地域奉仕活動なのか」という根本的な
意見も出て、そういうところから考えなければいけな
いということにもなりました。
　出た意見の中では、「広く活動を知ってもらうには
新聞に公告を出すのもあり、有名人のコンサートをし
たり、花火大会をしたりするのもあり」「少子化の中、
学校でスポーツや学力維持が難しいので、子どもたち
の支援が大事ではないか」「地域の子どもたちに特化
したものを行う」など、子どもとか未来を担う人のこ
とが何人かから出されていました。
　「国際協力も大事ですけれども、釧路にとっては釧
路の地域のためになることに奉仕をしていきたい」「立
派に 90周年を終えて、次の 100 周年に向けたい」
「90周年は工藤会長に思う存分にやっていただいて、
そのバックアップをしていきたい」という意見も出ま
した。
　数々の意見が出て、Ｆグループは脱線することもな
く、暴露話のひとつくらいはあったのですけれども、
あまりないまま終わりました。
蛇足になりますが、髙橋会長の目の前の席でしたが、
焼肉の焼き方と、それをサーブするのがプロ級にうま
いのです。そういう所で働いていただろうと思うくら
いビックリしました。その向かいには吉田副会長がお
りましたが、一見怖そうですが、マッコリを飲んでい
る顔がとても柔和な顔で、優しい方なのだという新鮮
な発見があり、楽しかったです。ありがとうございま
す。

Ｇグループ　　山原　活志　会員
　皆さん、こんに
ちは。今回、例会
に来たのは数年ぶ
りということで
す。皆さん、初め
まして。ご無沙汰
しております。無
事に生きておりましたのでご安心いただければと思い
ます。
　Ｇグループは３月 17日、あの大雪の降った日に、
浅川リーダーをはじめ、５人という少人数で行いまし
た。冒頭、後藤委員から 80周年の記念事業で数学検
定を行ったと報告がありました。その時、僕は入会し
て１～２年目の時、副委員長の時でしたが、継続で数
学検定で確か城山小学校に行って、小学生が真剣な眼
差しで受けていたことを思い出しました。
　90周年の事業としては、「メンバー向けがいいのか、
それとも一般向けか」という話がありました。面白い

ところでは、「前市長と現市長を呼んで対談をさせた
らどうか」という話もありました。あとは「フルマラ
ソンをしたらどうか」もありました。
　予算のことも少し聞いて、「なかなか予算もない中
で」という話でした。
　以上、Ｇグループの報告でした。ありがとうござい
ました。

Ｈグループ　　残間　　巌会員
　Ｈグループの残間
です。Ｈグループは
３月 28日に脇リー
ダーの下、４人と委
員会から滝越パスト
会長にお越しいただ
いて、計５人で行い

ました。
　私は、クラブに入って１年と少しですが、脇リー
ダー、吉田秀俊さん、白幡さん、滝越パスト会長とい
うことで、重鎮のお歴々がいる中で、いろいろな昔の
話を伺いながら、このクラブの歴史を私に教えていた
だいた、ひょっとしたら私だけが勉強になったいい時
間だったのだろうと思っております。
　嵯峨記念育英会のことで吉田秀俊さんが北海道新聞
から、嵯峨久さん、晃さんの過去のご功績をクラブ以
外の皆さまに広げるために記事にできないかと依頼さ
れているそうです。ただ過去の情報がないなどがあっ
て記事にするのにご苦労をされていると聞いておりま
す。　財団で嵯峨久さん・晃さん親子を世に知っても
らうべく、例えば、クラブの広告を出して記事ができ
ないか、という話がありました。
　釧路地域にとって、これからの未来がある方という
ことでは、これも吉田秀俊さんの姪のお子さんでトラ
ンペッターの児玉隼人君という高校生でいろいろなコ
ンクールで一番になっている方がいます。例えば、「釧
路出身の音楽家・アーティストがたくさんいますので、
そのような方でコンサートを行うのはどうだろう」と
いう話も出ておりました。
　これは周年とは関係ないのですが、釧路クラブには
転勤者が多いということで、「転勤者を大事にしない

といけない。転勤される方には釧路のファンになって
いただいて、後々、釧路のことをＰＲしていただいた
りして、また釧路に帰って来ていただいたりして、コ
ロナ禍以前には急遽、有志を集めて送別会を行ってい
たようです。コロナ禍以降、行われていないので、こ
れを復活させてはどうか」という話もありました。
　Ｈグループは以上です。ありがとうございました。

Ｉグループ　　濱口　憲太会員
　Ｉグループの濱口
です。時間がないの
で簡単に報告しま
す。
　18日に『鱗』さ
んで、５名で行いま
した。私はサブリー
ダーなのですが、前の日に雪かきで足を痛めてしまっ
て欠席になりましたので、独自の聞き込みでまとめま
した。
　90周年に向けてでは、記念講演の講師をどなたに
依頼するべきかの話がありました。地域の大勢の方に
お越しをいただきたい、私たちの奉仕活動を大勢の方
に知っていただきたい、ということで誰がいいか、と
いう話になって「その検討が大事だ」となりました。
　予算もありますが、講師への講演料もそれなりの規
模に考えたうえで、70周年・石黒社長、80周年・志
田先生、90周年はやはり同様に釧路出身、または北
海道に関係ある方にお願いすべきということで、大樹
町の宇宙事業に携わっております堀江貴文さんはどう
だろうと盛り上がっておりました。
　これから１年半後ですから、計画的に、早期に動い
ていくことが大事です。90年に向けてクラブ会員一
人一人の思いを強めていくことが大事だろうという話
で終わりました。
　「楽しく美味しいお酒を酌み交わしながら話をする
ことができました。これぞ情報集会・炉辺会合の醍醐
味だという集会でした」と土橋リーダーが仰っており
ました。
　以上です。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さん、こ
んにちは。昨日は釧
路北ロータリークラ
ブで、安平和彦パス
トガバナーの講演が
ありました。当クラ
ブからも小船井パス
トガバナー、吉田パストガバナー、荒井会長エレクト、
横田次年度幹事、吉田副会長、東堂幹事と私が参加し
てきました。大変実りある講演でした。その中で、私
も話したいことがたくさんありますが、まだまとまり
がついておりませんので、まとまり次第、皆さまにご
報告させていただきます。
今日は前に話した健康寿命についての第二弾を話させ
ていただきます。
妻が毎日、数杯、美味しそうにコーヒーを飲んでいる
姿を見て、思い切って体にいいのかなと思って調べて
みました。全日本コーヒー協会の発表によると、10
の効果が認められています。死亡リスクを低下させる。
ガンを予防させる。循環器系に作用する。消化器系に
作用する。糖尿病を予防する。肥満を抑制する。認知
機能・学習能力を高める。神経系に作用する。抗酸化
力を活性化する。抗加齢力を高める。このようにたく
さんの効果が期待されております。
その中でも、興味深い認知機能・学習機能を高める効
果について詳しく調べてみました。脳の神経細胞が破
壊されることで起きる認知症、進行をある程度遅らせ

ることができるものの、今のところ特効薬はなく、一
度発生したら完治はなかなか難しいと言われていま
す。身近な病で、自分を含め家族が発症することを考
えると大変感慨深いものがあります。
コーヒーの有効成分としては、クロロゲン酸がよく知
られていますが、実は焙煎の課程で壊れて行くそうで
す。その代わりに熱によって反応が進んで増えるのが
ピロカテコールという成分だそうです。このピロカテ
コールが有効成分だと研究されたそうです。ですが、
このピロカテコールは化学物質の生物学的に作用して
劇物とされるようです。ですからサプリメントとして
販売することはできません。しかし、コーヒーに含ま
れているピロカテコールの量はとても少ないので毒性
が出ず、体にいい効果が出るようです。コーヒーは微
妙なバランスの飲料ということです。
皆さんも毎日のリラックスタイムに、食後に、ぜひと
もコーヒーを取り入れてください。アルツハイマー型
認知症の予防にも一日３杯くらいが適当のようです。
また、カフェインは関係ないようなので、寝カフェで
も良いそうです。
私も妻もコーヒータイムを毎日行って健康寿命を延ば
していきたいと思います。
以上で本日の会長挨拶とします。今日も楽しい例会に
しましょう。
　もうひとつ、本日、新しい事務局員の方がお見えに
なっております。
小野田伸子様です。大山さんの代わりに４月１日から
引継ぎをしているところです。

登壇の上、一言、ご挨拶をよろしくお願いいたします。

新事務局員あいさつ
小野田　伸子さん
　皆さん、こんにち
は。名前はおのだの
ぶこと申します。４
月１日からお世話に
なることになりまし
た。一生懸命に頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

幹事報告　　東堂　光春幹事
　会員の皆さん、こんにちは。４月度のロータリーレー
トは 150 円となっておりますのでよろしくお願いい
たします。
　本日、例会終了後、第 10回理事会を開催しますの
で理事者の方は３階の雪の間にお集まりください。
　2500 地区より、２月下旬に発生した大船渡大規模
山林火災での災害を受け、支援金のご協力のお願いが
来ております。先ほど募金箱を回しておりますが、ま
だお済でない方はお帰りの際に募金のご協力をよろし
くお願いいたします。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員長
　皆さま、こんにち
は。情報委員会です。
過日、３月の 17日
から 28日にかけて
情報集会を開催させ
ていただきました。
「90周年に向けて」
という題で各グループが有意義な会をしていただいた
と聞いております。
それでは時間もありませんので、Ａグループからお願
いしたいと思います。名前はお呼びしませんので、そ
の次、その次ということでお願いできればと思います。
それではよろしくお願いいたします。

Ａグループ　　桑原　岳広会員
　皆さま、こんにち
は。北電ネットワー
クの桑原です。Ａグ
ループの報告をさせ
ていただきます。３
月 26日、杉村委員

長にもご参加いただきまして濱谷リーダーの下、『八
喜寿司』さんで、６名による情報集会を開催いたしま
した。
話題が多岐にわたってオフレコの話もあり、活発な議
論が行われて非常に楽しい情報集会となっておりま
す。
90周年に向けて釧路ロータリーの活動についてとい
うことで、自由な意見交換となりました。今日はその
中の意見を少しご紹介させていただきたいと思いま
す。
議論は釧路ロータリーの活動を広く地域に知ってもら
うためには、というところから始まりました。意見と
しては、活動自体をＰＲするということよりも、活動
自体を地域の方々に求められるような活動、地域貢献
により軸足を置いた活動を積極的に行っていくのが良
いのではないか、という意見が出ておりました。
ただ、活動自体を否定する意見はなかったのですけど
も、活動の在り方については、釧路ロータリーの和や
かな和気あいあいとした寛容な良さを失わない程度
に、程よい活動にすべきというような意見があり、む
しろクラブでのつながりを深めることでロータリーの
活動以外でも地域に貢献できることもある、というよ
うな意見も出て、皆さん納得されていたということで
す。
次に、いま地域に求められることはなんだろうかとい
う話題になり、そのひとつとして釧路地域の活性化が
挙げられました。観光分野で盛り上げていくのがいい
のではないかという意見や、キーワードとして出たの
は『シビックプライドの醸成』が大事だという意見が
ありました。地元の方は、これまで釧路のことをあま
り良く言わない傾向にあって、連鎖を止めることが重
要である、という意見が出ておりました。
その一方で、地元民からすると、ずっと地元にいると
その良さに気付けなかったり、地元の良さをＰＲする
こと自体が恥ずかしかったり、上手く表現できないと
いうような面もあるのではないかという意見もありま
した。
そういう面においては、釧路ロータリーには私も含め
て転勤族がいて、転勤族が地元の方が気付かない良さ
というのを知っているはずだと。なので、転勤族の方々
に釧路の良さ、魅力をＰＲしてもらうのがいいのでは
ないかというような意見も出ておりました。私も転勤
族で、こちらに来て９カ月になりますが、釧路の地元
の方々の人々の良さにふれることも多くて、自然の美
しさや夏の涼しさにふれて、釧路地域は魅力にあふれ
ていることを実感しております。私も魅力を地域に発
信していきたい、そういうことで盛り上げていきたい
と改めて思った次第です。
一方で釧路ロータリーの方の地元の方々の役割という
話になって、ロータリーのメンバーの方々は、釧路で

もそうそうたるメンバーの集まりです。そういう意味
では、経営者としての釧路での成功体験などを、地元
のメンバーによる若者へ出前授業などを行っていうの
もいいのではないか、という意見も出ておりました。
その後も話題も尽きることなく時間いっぱいまで議論
は続きました。メンバーからは「今日の座談会の議論
自体を若者に聞いてもらいたい」という話も出ていま
した。
最後は杉村委員長から「非常に良い情報集会でした」
というお褒めの言葉をいただいて会を終了いたしまし
た。
以上です。

Ｂグループ　　曽我部元親会員
　こんにちは。Ｂグ
ループの発表をさせ
ていただきます、曽
我部です。私たちＢ
グループは３月 24
日に『ぼくぜん運動
公園』で開催をしま

した。参加者は、杉村委員長をはじめＢグループから
は６名、別グループから青田さんと前田さんが参加を
し、合計９名で開催をいたしました。
冒頭、杉村委員長から「まずは 70周年の時に会長だっ
た青田さんがせっかく参加しているので、その話から
スタートしましょう」ということで始まりました。
青田さんからは、70周年はつなぎの周年なので、ま
ずは規模を大きくせず、中身重視で開催しようという
ことになったそうです。目玉企画として、ホーマック
の石黒会長に講演を頼もうとなったのですが、伝手（つ
て）がないということでいろいろ探したところ、滝越
さんがお仕事の関係でお付き合いがあることから滝越
さんに講演担当委員長としてお任せをしたということ
です。
当時の石黒会長は、講演を引き受けない方だったらし
く、滝越さんはおそらく４回も５回も訪問をして、な
んとか決まったのではないか、と話しておりました。
せっかく石黒さんが講演してくれることなので、基調
講演は一般開放しようとなったそうです。事前の周知
で新聞広告はもちろんなのですが、ＦＭ放送で話した
らどうかとなって、これは小船井さんにお願いをして
ＦＭくしろの番組の中で宣伝することになったそうで
す。青田さんと吉田潤司さんがこれに出演をして、
20分の枠でしたが、15分を青田さんが話したので、
終わった後で奥様からきつく叱られたと言っておりま
した。
ＦＭでの告知というのは効果があるので、今後、ロー
タリーの活動を放送の中で宣伝するのもいいのではな
いかと。同時に、「会員増強にもつながるね」という

話も出たのですが、会員増強について皆さんは、自分
から入らしてくださいという方はいなくて、つながり
から入ってくることが多いので、会員増強と周知につ
いては分けた方がいいのではないか、という意見が出
ておりました。
次の 90周年に向けてということで、担当となる会長
は、非常に個性的で明るい方だと思うので前例にとら
われず、会長のキャラを前面に出した周年事業にした
ほうが良いという意見が出されていました。誰が言っ
たのかメモしてないのですが、アドバイスとしてはゴ
ルフと同じで、固く構えず力を抜いてやるほうがいい
と言っておられました。おそらくゴルフの上手い方の
発言ではなかったかなと思います。
最後に、谷川さんが乾杯で締めたのですが、私の記憶
が確かであれば、谷川さんが「なかなか普段例会に出
られない。90周年についてはどんなことでもやるの
で言ってくれ」ということで締めたという情報集会に
なっております。
以上です。

Ｃグループ　　藤井　敬亮会員
　Ｃグループサブ
リーダーを務めまし
た藤井です。３分ほ
どというので簡潔に
まとめてまいりまし
た。
Ｃグループは、テー
マ 90周年へ向け地域に奉仕活動を知ってもらうため
にということで話し合いました。出席者は、市橋リー
ダー、吉田潤司さん、尾越さん、大道さん、川本さん
という重鎮をはじめ、西池さん、羽田さん、八幡さん、
クラブ研修委員会から後藤パスト会長という、総勢
10名で開始いたしました。
乾杯の飲み物がそろう前に、後藤パスト会長から情報
委員会の立場でこのテーマについての説明があり、そ
の後、フリートークになりました。
内容としては、100 人以上の会員を維持する釧路ロー
タリーには、その力と魅力があるという尾越さんの力
強い言葉から始まりました。「ロータリーソングは毎
回歌っているけども、世界共通なのか日本共通なのか」
などいろいろな謎の話もありました。
最近の他クラブの周年事業というのも質素でこじんま
りとしているらしいですから、テーマの 90周年の事
業も質素にして 100 周年に集中するのがいいのでは
ないかという意見もありました。
微妙に今回の炉辺会合のテーマとずれているかなと
思っていたのですけども、西池さんが「実は、今回の
会合に合わせてチャットＧＰＴにあらゆるロータリー
クラブの情報を読み込ませて、会合のテーマに対する

回答を導き出してプリントアウトして来た」と言うの
です。
配られたＡ４両面に書かれていたのですけども、その
回答を読んでその日のテーマに関する話し合いは終了
したかなというような感じがしました。
その後は、重鎮の方々のロータリーの昔の話とか、主
に尾越さんの暴露大会ということになりまして、非常
に有意義な会合となりました。
今回の会合で学んだことは、このような忌憚のない暴
露話こそが 100 人を超す会員を釧路ロータリーが実
はどこかで結び付けて、一塊にしているのではないか
なということです。　　
Ｃグループの発表のまとめとして、今回のテーマに対
するチャットＧＰＴの結論で終わらせていただきたい
と思います。
結論、「アピールや宣伝は、単なる自己顕示ではなく、
奉仕の精神を広める。地域とのつながりを深める。未
来につなげるために必要です。特に 90周年という節
目を生かして、これまでの活動を地域に発信し、次世
代へバトンを渡すための広報活動を計画的に進めるこ
とが重要です」という優秀な回答です。西池さんあり
がとうございました。
以上、Ｃグループの発表でした。ありがとうございま
す。

Ｄグループ　　小林　祐介会員
　小林です。情報集
会Ｄチームにおりま
した。発表できる範
囲で報告したいと思
います。Ｄグループ
は、３月 28日に『は
たご家』さんで開催

しました。メンバーは石田さん、及川さん、チームリー
ダー佐藤さん、工藤さん、私小林と研修委員会から杉
村さんにご参加をいただきました。
テーマの 90周年に向けてというお題では、会長エレ
クトの工藤さんが一緒の席にいることから、まず工藤
さんを皮切りに話を伺いました。
工藤さんからは、特に釧路クラブ独自の取り組みとい
うことで、嵯峨記念育英会へのとても強い思い入れと、
ぜひ未来に向けて継承発展して行きたいというところ
をいかにするか、こういう非常に熱いお気持ちをお聞
きすることができました。
そこを皮切りに皆さんで話をして、中心になったのは、
公共イメージを高めていくためにはいかにしたらいい
のかの観点が議論の中心になりました。
釧路クラブは、これまでも長年地域にさまざま貢献を
してきたことで、貢献のヒストリーを一度整理して、
みんなに開示をしてみたらどうだ、というところ。興

味を持った人に深く気づいていただきましょう、とい
う観点でアーカイブを作成・整備することで、このク
ラブの奥深さを気付いていただく用意をする、という
話も出てきました。
その他、活発な論議がありまして、リーダーの佐藤さ
んがおりましたけれども、ほぼ仕切りゼロでどんどん
話が進むというような展開になったと思っておりま
す。
その他いろんなヒートアップもありました。やはり話
題は、釧路クラブは 100 名を超える３桁の会員数を
誇るというところ、このクラブの良さをどう維持発展
させていくかにも話が及びました。このような多くの
人数がいることで多様な業種、いろんな出会いがある
とこの大切さは非常に価値のあることに意見をひとつ
にしたものの、人数だけを追いかけることについては、
そればかりではないのではないかという話もありまし
た。
実例に基づいて、いろいろなクラブの負の面、数を追
いすぎた結果で大丈夫かなという所で負の面も。私も
まだ３年目ですので、この業界のわからないところで
すけども、実例に基づいてわかりやすく勉強させてい
ただいたなと思っております。
最後は、石田さんから「どういう人がクラブの門をた
たこうとするのか。これは現役の会員の映し鏡です。
クラブの魅力というのは私たち自身、会員一人一人が
より魅力的な存在になることが必要なのではないか」
という非常にありがたいお話いただきまして、見事締
まったという形になりました。
本当に臨場感あるいろいろな話が飛び出して、ちょっ
とすみませんその他いろんなお話があったのですけれ
ども、この場では一応すべてカットとさせていただき
たいと思います。
以上です。ご清聴ありがとうございました。

Ｅグループ　戸川　達雄会員
　Ｅグループは３月
26日に『串焼ワイ
ンバル華蔵』で小野
寺さんをリーダーと
して５人で開催しま
した。意見交換は非
常に盛り上がったの

ですけれども、その中で、嵯峨記念育英会の話になり
ました。
　奨学生で通われた方がその後、社会に出られている
方が多々いらっしゃいますが、そういう方に来ていた
だいて近況を語っていただくのはどうだろうか、とい
う話がアイデアとして出ていました。もちろんその中
には「今は、ちょっと」という方もいるかもしれませ
んが、何人か話してもいいという方がいれば、その後、

こういう志で頑張って来て、今はこうなっています、
というような話ができたら非常にその意義などを改め
て振り返ることができるという話がありました。
　また、「釧路空港に釧路ロータリークラブの名前で
『ようこそ釧路へ』みたいな看板を出したらどうだろ
うか」という話が出ました。そこで私の顔を見て「そ
うだ、釧路駅もあった」ということから「釧路空港や
釧路駅に看板を出したらどうだろうか」となり、もて
なしの気
持ちが出るのではないだろうか、と話しておりました。
　議論が進む中で、台湾との交流の話になり、「子ど
もたちの交流はできないだろうか」という話になりま
した。ひとつの考え方として、「例えば、中学生の野
球大会があるので、いつもとはならないけれども、節
目の時に台湾の子どもたちに野球大会に一緒に参加し
たらいいのではないか。お金のかかる話かもしれませ
んが、そういうこともある」という話が出ていました。
　以降は、お騒がせしている『釧路湿原ノロッコ号』
などの鉄道談議で、小野寺さんと話をさせていただく
機会がありましたので大変有意義で盛り上がる会合に
なったと思います。
　以上です。ありがとうございました。

Ｆグループ　　須藤　隆昭会員
　Ｆグループの会場
は『焼肉居酒屋ぎゅ
う太』さんで行いま
した。「元気です
か！」と叫びたくな
るほどお店でいただ
いたお肉は、普段は

赤い物しか食べたことのない僕にとっては、とても白
い物がいっぱい並んでいて、元気いっぱいにいただき
ました。
　「90周年に向けて地域で奉仕活動をしてもらうため
に」ということで、邵リーダーの下、参加者 10名く
らいが集まり活発な話し合いが行われました。
　1936年に30名のメンバーでスタートした釧路ロー
タリークラブは、皆さんに「歴史と伝統のある」とよ
く言われますけれども、「本当にそうなんだ」と実感
できました。
　前回の80周年の実行委員の方から話を聞きました。
その時は、「中学校の野球支援、その後、学校は変わっ
たけど甲子園に行ったメンバーがいる。あるいは数学
検定試験の支援を行ったところ、全国平均を上回る数
学の点数を取れた、という形で目に見えて行った支援
の結果が出ている」と報告されて、「行ったことは無
駄ではないのですね」という話になりました。
　「嵯峨育英会の支援を受けた方の中からも有名な大
学に進んだ方も結構いる」と伺いました。

　そして、「90周年にはどういうことを行いましょう
か」となった時には、「そもそも、ロータリークラブ
は何をする会なの」とか、「奉仕と貢献は違うの」とか、
「なんのための地域奉仕活動なのか」という根本的な
意見も出て、そういうところから考えなければいけな
いということにもなりました。
　出た意見の中では、「広く活動を知ってもらうには
新聞に公告を出すのもあり、有名人のコンサートをし
たり、花火大会をしたりするのもあり」「少子化の中、
学校でスポーツや学力維持が難しいので、子どもたち
の支援が大事ではないか」「地域の子どもたちに特化
したものを行う」など、子どもとか未来を担う人のこ
とが何人かから出されていました。
　「国際協力も大事ですけれども、釧路にとっては釧
路の地域のためになることに奉仕をしていきたい」「立
派に 90周年を終えて、次の 100 周年に向けたい」
「90周年は工藤会長に思う存分にやっていただいて、
そのバックアップをしていきたい」という意見も出ま
した。
　数々の意見が出て、Ｆグループは脱線することもな
く、暴露話のひとつくらいはあったのですけれども、
あまりないまま終わりました。
蛇足になりますが、髙橋会長の目の前の席でしたが、
焼肉の焼き方と、それをサーブするのがプロ級にうま
いのです。そういう所で働いていただろうと思うくら
いビックリしました。その向かいには吉田副会長がお
りましたが、一見怖そうですが、マッコリを飲んでい
る顔がとても柔和な顔で、優しい方なのだという新鮮
な発見があり、楽しかったです。ありがとうございま
す。

Ｇグループ　　山原　活志　会員
　皆さん、こんに
ちは。今回、例会
に来たのは数年ぶ
りということで
す。皆さん、初め
まして。ご無沙汰
しております。無
事に生きておりましたのでご安心いただければと思い
ます。
　Ｇグループは３月 17日、あの大雪の降った日に、
浅川リーダーをはじめ、５人という少人数で行いまし
た。冒頭、後藤委員から 80周年の記念事業で数学検
定を行ったと報告がありました。その時、僕は入会し
て１～２年目の時、副委員長の時でしたが、継続で数
学検定で確か城山小学校に行って、小学生が真剣な眼
差しで受けていたことを思い出しました。
　90周年の事業としては、「メンバー向けがいいのか、
それとも一般向けか」という話がありました。面白い

ところでは、「前市長と現市長を呼んで対談をさせた
らどうか」という話もありました。あとは「フルマラ
ソンをしたらどうか」もありました。
　予算のことも少し聞いて、「なかなか予算もない中
で」という話でした。
　以上、Ｇグループの報告でした。ありがとうござい
ました。

Ｈグループ　　残間　　巌会員
　Ｈグループの残間
です。Ｈグループは
３月 28日に脇リー
ダーの下、４人と委
員会から滝越パスト
会長にお越しいただ
いて、計５人で行い

ました。
　私は、クラブに入って１年と少しですが、脇リー
ダー、吉田秀俊さん、白幡さん、滝越パスト会長とい
うことで、重鎮のお歴々がいる中で、いろいろな昔の
話を伺いながら、このクラブの歴史を私に教えていた
だいた、ひょっとしたら私だけが勉強になったいい時
間だったのだろうと思っております。
　嵯峨記念育英会のことで吉田秀俊さんが北海道新聞
から、嵯峨久さん、晃さんの過去のご功績をクラブ以
外の皆さまに広げるために記事にできないかと依頼さ
れているそうです。ただ過去の情報がないなどがあっ
て記事にするのにご苦労をされていると聞いておりま
す。　財団で嵯峨久さん・晃さん親子を世に知っても
らうべく、例えば、クラブの広告を出して記事ができ
ないか、という話がありました。
　釧路地域にとって、これからの未来がある方という
ことでは、これも吉田秀俊さんの姪のお子さんでトラ
ンペッターの児玉隼人君という高校生でいろいろなコ
ンクールで一番になっている方がいます。例えば、「釧
路出身の音楽家・アーティストがたくさんいますので、
そのような方でコンサートを行うのはどうだろう」と
いう話も出ておりました。
　これは周年とは関係ないのですが、釧路クラブには
転勤者が多いということで、「転勤者を大事にしない

といけない。転勤される方には釧路のファンになって
いただいて、後々、釧路のことをＰＲしていただいた
りして、また釧路に帰って来ていただいたりして、コ
ロナ禍以前には急遽、有志を集めて送別会を行ってい
たようです。コロナ禍以降、行われていないので、こ
れを復活させてはどうか」という話もありました。
　Ｈグループは以上です。ありがとうございました。

Ｉグループ　　濱口　憲太会員
　Ｉグループの濱口
です。時間がないの
で簡単に報告しま
す。
　18日に『鱗』さ
んで、５名で行いま
した。私はサブリー
ダーなのですが、前の日に雪かきで足を痛めてしまっ
て欠席になりましたので、独自の聞き込みでまとめま
した。
　90周年に向けてでは、記念講演の講師をどなたに
依頼するべきかの話がありました。地域の大勢の方に
お越しをいただきたい、私たちの奉仕活動を大勢の方
に知っていただきたい、ということで誰がいいか、と
いう話になって「その検討が大事だ」となりました。
　予算もありますが、講師への講演料もそれなりの規
模に考えたうえで、70周年・石黒社長、80周年・志
田先生、90周年はやはり同様に釧路出身、または北
海道に関係ある方にお願いすべきということで、大樹
町の宇宙事業に携わっております堀江貴文さんはどう
だろうと盛り上がっておりました。
　これから１年半後ですから、計画的に、早期に動い
ていくことが大事です。90年に向けてクラブ会員一
人一人の思いを強めていくことが大事だろうという話
で終わりました。
　「楽しく美味しいお酒を酌み交わしながら話をする
ことができました。これぞ情報集会・炉辺会合の醍醐
味だという集会でした」と土橋リーダーが仰っており
ました。
　以上です。
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　　　　　　　　　　髙橋　直人会長
　会員の皆さん、こ
んにちは。昨日は釧
路北ロータリークラ
ブで、安平和彦パス
トガバナーの講演が
ありました。当クラ
ブからも小船井パス
トガバナー、吉田パストガバナー、荒井会長エレクト、
横田次年度幹事、吉田副会長、東堂幹事と私が参加し
てきました。大変実りある講演でした。その中で、私
も話したいことがたくさんありますが、まだまとまり
がついておりませんので、まとまり次第、皆さまにご
報告させていただきます。
今日は前に話した健康寿命についての第二弾を話させ
ていただきます。
妻が毎日、数杯、美味しそうにコーヒーを飲んでいる
姿を見て、思い切って体にいいのかなと思って調べて
みました。全日本コーヒー協会の発表によると、10
の効果が認められています。死亡リスクを低下させる。
ガンを予防させる。循環器系に作用する。消化器系に
作用する。糖尿病を予防する。肥満を抑制する。認知
機能・学習能力を高める。神経系に作用する。抗酸化
力を活性化する。抗加齢力を高める。このようにたく
さんの効果が期待されております。
その中でも、興味深い認知機能・学習機能を高める効
果について詳しく調べてみました。脳の神経細胞が破
壊されることで起きる認知症、進行をある程度遅らせ

ることができるものの、今のところ特効薬はなく、一
度発生したら完治はなかなか難しいと言われていま
す。身近な病で、自分を含め家族が発症することを考
えると大変感慨深いものがあります。
コーヒーの有効成分としては、クロロゲン酸がよく知
られていますが、実は焙煎の課程で壊れて行くそうで
す。その代わりに熱によって反応が進んで増えるのが
ピロカテコールという成分だそうです。このピロカテ
コールが有効成分だと研究されたそうです。ですが、
このピロカテコールは化学物質の生物学的に作用して
劇物とされるようです。ですからサプリメントとして
販売することはできません。しかし、コーヒーに含ま
れているピロカテコールの量はとても少ないので毒性
が出ず、体にいい効果が出るようです。コーヒーは微
妙なバランスの飲料ということです。
皆さんも毎日のリラックスタイムに、食後に、ぜひと
もコーヒーを取り入れてください。アルツハイマー型
認知症の予防にも一日３杯くらいが適当のようです。
また、カフェインは関係ないようなので、寝カフェで
も良いそうです。
私も妻もコーヒータイムを毎日行って健康寿命を延ば
していきたいと思います。
以上で本日の会長挨拶とします。今日も楽しい例会に
しましょう。
　もうひとつ、本日、新しい事務局員の方がお見えに
なっております。
小野田伸子様です。大山さんの代わりに４月１日から
引継ぎをしているところです。

登壇の上、一言、ご挨拶をよろしくお願いいたします。

新事務局員あいさつ
小野田　伸子さん
　皆さん、こんにち
は。名前はおのだの
ぶこと申します。４
月１日からお世話に
なることになりまし
た。一生懸命に頑張
りますのでよろしくお願いいたします。

幹事報告　　東堂　光春幹事
　会員の皆さん、こんにちは。４月度のロータリーレー
トは 150 円となっておりますのでよろしくお願いい
たします。
　本日、例会終了後、第 10回理事会を開催しますの
で理事者の方は３階の雪の間にお集まりください。
　2500 地区より、２月下旬に発生した大船渡大規模
山林火災での災害を受け、支援金のご協力のお願いが
来ております。先ほど募金箱を回しておりますが、ま
だお済でない方はお帰りの際に募金のご協力をよろし
くお願いいたします。

クラブ研修委員会　杉村　荘平委員長
　皆さま、こんにち
は。情報委員会です。
過日、３月の 17日
から 28日にかけて
情報集会を開催させ
ていただきました。
「90周年に向けて」
という題で各グループが有意義な会をしていただいた
と聞いております。
それでは時間もありませんので、Ａグループからお願
いしたいと思います。名前はお呼びしませんので、そ
の次、その次ということでお願いできればと思います。
それではよろしくお願いいたします。

Ａグループ　　桑原　岳広会員
　皆さま、こんにち
は。北電ネットワー
クの桑原です。Ａグ
ループの報告をさせ
ていただきます。３
月 26日、杉村委員

長にもご参加いただきまして濱谷リーダーの下、『八
喜寿司』さんで、６名による情報集会を開催いたしま
した。
話題が多岐にわたってオフレコの話もあり、活発な議
論が行われて非常に楽しい情報集会となっておりま
す。
90周年に向けて釧路ロータリーの活動についてとい
うことで、自由な意見交換となりました。今日はその
中の意見を少しご紹介させていただきたいと思いま
す。
議論は釧路ロータリーの活動を広く地域に知ってもら
うためには、というところから始まりました。意見と
しては、活動自体をＰＲするということよりも、活動
自体を地域の方々に求められるような活動、地域貢献
により軸足を置いた活動を積極的に行っていくのが良
いのではないか、という意見が出ておりました。
ただ、活動自体を否定する意見はなかったのですけど
も、活動の在り方については、釧路ロータリーの和や
かな和気あいあいとした寛容な良さを失わない程度
に、程よい活動にすべきというような意見があり、む
しろクラブでのつながりを深めることでロータリーの
活動以外でも地域に貢献できることもある、というよ
うな意見も出て、皆さん納得されていたということで
す。
次に、いま地域に求められることはなんだろうかとい
う話題になり、そのひとつとして釧路地域の活性化が
挙げられました。観光分野で盛り上げていくのがいい
のではないかという意見や、キーワードとして出たの
は『シビックプライドの醸成』が大事だという意見が
ありました。地元の方は、これまで釧路のことをあま
り良く言わない傾向にあって、連鎖を止めることが重
要である、という意見が出ておりました。
その一方で、地元民からすると、ずっと地元にいると
その良さに気付けなかったり、地元の良さをＰＲする
こと自体が恥ずかしかったり、上手く表現できないと
いうような面もあるのではないかという意見もありま
した。
そういう面においては、釧路ロータリーには私も含め
て転勤族がいて、転勤族が地元の方が気付かない良さ
というのを知っているはずだと。なので、転勤族の方々
に釧路の良さ、魅力をＰＲしてもらうのがいいのでは
ないかというような意見も出ておりました。私も転勤
族で、こちらに来て９カ月になりますが、釧路の地元
の方々の人々の良さにふれることも多くて、自然の美
しさや夏の涼しさにふれて、釧路地域は魅力にあふれ
ていることを実感しております。私も魅力を地域に発
信していきたい、そういうことで盛り上げていきたい
と改めて思った次第です。
一方で釧路ロータリーの方の地元の方々の役割という
話になって、ロータリーのメンバーの方々は、釧路で

もそうそうたるメンバーの集まりです。そういう意味
では、経営者としての釧路での成功体験などを、地元
のメンバーによる若者へ出前授業などを行っていうの
もいいのではないか、という意見も出ておりました。
その後も話題も尽きることなく時間いっぱいまで議論
は続きました。メンバーからは「今日の座談会の議論
自体を若者に聞いてもらいたい」という話も出ていま
した。
最後は杉村委員長から「非常に良い情報集会でした」
というお褒めの言葉をいただいて会を終了いたしまし
た。
以上です。

Ｂグループ　　曽我部元親会員
　こんにちは。Ｂグ
ループの発表をさせ
ていただきます、曽
我部です。私たちＢ
グループは３月 24
日に『ぼくぜん運動
公園』で開催をしま

した。参加者は、杉村委員長をはじめＢグループから
は６名、別グループから青田さんと前田さんが参加を
し、合計９名で開催をいたしました。
冒頭、杉村委員長から「まずは 70周年の時に会長だっ
た青田さんがせっかく参加しているので、その話から
スタートしましょう」ということで始まりました。
青田さんからは、70周年はつなぎの周年なので、ま
ずは規模を大きくせず、中身重視で開催しようという
ことになったそうです。目玉企画として、ホーマック
の石黒会長に講演を頼もうとなったのですが、伝手（つ
て）がないということでいろいろ探したところ、滝越
さんがお仕事の関係でお付き合いがあることから滝越
さんに講演担当委員長としてお任せをしたということ
です。
当時の石黒会長は、講演を引き受けない方だったらし
く、滝越さんはおそらく４回も５回も訪問をして、な
んとか決まったのではないか、と話しておりました。
せっかく石黒さんが講演してくれることなので、基調
講演は一般開放しようとなったそうです。事前の周知
で新聞広告はもちろんなのですが、ＦＭ放送で話した
らどうかとなって、これは小船井さんにお願いをして
ＦＭくしろの番組の中で宣伝することになったそうで
す。青田さんと吉田潤司さんがこれに出演をして、
20分の枠でしたが、15分を青田さんが話したので、
終わった後で奥様からきつく叱られたと言っておりま
した。
ＦＭでの告知というのは効果があるので、今後、ロー
タリーの活動を放送の中で宣伝するのもいいのではな
いかと。同時に、「会員増強にもつながるね」という

話も出たのですが、会員増強について皆さんは、自分
から入らしてくださいという方はいなくて、つながり
から入ってくることが多いので、会員増強と周知につ
いては分けた方がいいのではないか、という意見が出
ておりました。
次の 90周年に向けてということで、担当となる会長
は、非常に個性的で明るい方だと思うので前例にとら
われず、会長のキャラを前面に出した周年事業にした
ほうが良いという意見が出されていました。誰が言っ
たのかメモしてないのですが、アドバイスとしてはゴ
ルフと同じで、固く構えず力を抜いてやるほうがいい
と言っておられました。おそらくゴルフの上手い方の
発言ではなかったかなと思います。
最後に、谷川さんが乾杯で締めたのですが、私の記憶
が確かであれば、谷川さんが「なかなか普段例会に出
られない。90周年についてはどんなことでもやるの
で言ってくれ」ということで締めたという情報集会に
なっております。
以上です。

Ｃグループ　　藤井　敬亮会員
　Ｃグループサブ
リーダーを務めまし
た藤井です。３分ほ
どというので簡潔に
まとめてまいりまし
た。
Ｃグループは、テー
マ 90周年へ向け地域に奉仕活動を知ってもらうため
にということで話し合いました。出席者は、市橋リー
ダー、吉田潤司さん、尾越さん、大道さん、川本さん
という重鎮をはじめ、西池さん、羽田さん、八幡さん、
クラブ研修委員会から後藤パスト会長という、総勢
10名で開始いたしました。
乾杯の飲み物がそろう前に、後藤パスト会長から情報
委員会の立場でこのテーマについての説明があり、そ
の後、フリートークになりました。
内容としては、100 人以上の会員を維持する釧路ロー
タリーには、その力と魅力があるという尾越さんの力
強い言葉から始まりました。「ロータリーソングは毎
回歌っているけども、世界共通なのか日本共通なのか」
などいろいろな謎の話もありました。
最近の他クラブの周年事業というのも質素でこじんま
りとしているらしいですから、テーマの 90周年の事
業も質素にして 100 周年に集中するのがいいのでは
ないかという意見もありました。
微妙に今回の炉辺会合のテーマとずれているかなと
思っていたのですけども、西池さんが「実は、今回の
会合に合わせてチャットＧＰＴにあらゆるロータリー
クラブの情報を読み込ませて、会合のテーマに対する

回答を導き出してプリントアウトして来た」と言うの
です。
配られたＡ４両面に書かれていたのですけども、その
回答を読んでその日のテーマに関する話し合いは終了
したかなというような感じがしました。
その後は、重鎮の方々のロータリーの昔の話とか、主
に尾越さんの暴露大会ということになりまして、非常
に有意義な会合となりました。
今回の会合で学んだことは、このような忌憚のない暴
露話こそが 100 人を超す会員を釧路ロータリーが実
はどこかで結び付けて、一塊にしているのではないか
なということです。　　
Ｃグループの発表のまとめとして、今回のテーマに対
するチャットＧＰＴの結論で終わらせていただきたい
と思います。
結論、「アピールや宣伝は、単なる自己顕示ではなく、
奉仕の精神を広める。地域とのつながりを深める。未
来につなげるために必要です。特に 90周年という節
目を生かして、これまでの活動を地域に発信し、次世
代へバトンを渡すための広報活動を計画的に進めるこ
とが重要です」という優秀な回答です。西池さんあり
がとうございました。
以上、Ｃグループの発表でした。ありがとうございま
す。

Ｄグループ　　小林　祐介会員
　小林です。情報集
会Ｄチームにおりま
した。発表できる範
囲で報告したいと思
います。Ｄグループ
は、３月 28日に『は
たご家』さんで開催

しました。メンバーは石田さん、及川さん、チームリー
ダー佐藤さん、工藤さん、私小林と研修委員会から杉
村さんにご参加をいただきました。
テーマの 90周年に向けてというお題では、会長エレ
クトの工藤さんが一緒の席にいることから、まず工藤
さんを皮切りに話を伺いました。
工藤さんからは、特に釧路クラブ独自の取り組みとい
うことで、嵯峨記念育英会へのとても強い思い入れと、
ぜひ未来に向けて継承発展して行きたいというところ
をいかにするか、こういう非常に熱いお気持ちをお聞
きすることができました。
そこを皮切りに皆さんで話をして、中心になったのは、
公共イメージを高めていくためにはいかにしたらいい
のかの観点が議論の中心になりました。
釧路クラブは、これまでも長年地域にさまざま貢献を
してきたことで、貢献のヒストリーを一度整理して、
みんなに開示をしてみたらどうだ、というところ。興

味を持った人に深く気づいていただきましょう、とい
う観点でアーカイブを作成・整備することで、このク
ラブの奥深さを気付いていただく用意をする、という
話も出てきました。
その他、活発な論議がありまして、リーダーの佐藤さ
んがおりましたけれども、ほぼ仕切りゼロでどんどん
話が進むというような展開になったと思っておりま
す。
その他いろんなヒートアップもありました。やはり話
題は、釧路クラブは 100 名を超える３桁の会員数を
誇るというところ、このクラブの良さをどう維持発展
させていくかにも話が及びました。このような多くの
人数がいることで多様な業種、いろんな出会いがある
とこの大切さは非常に価値のあることに意見をひとつ
にしたものの、人数だけを追いかけることについては、
そればかりではないのではないかという話もありまし
た。
実例に基づいて、いろいろなクラブの負の面、数を追
いすぎた結果で大丈夫かなという所で負の面も。私も
まだ３年目ですので、この業界のわからないところで
すけども、実例に基づいてわかりやすく勉強させてい
ただいたなと思っております。
最後は、石田さんから「どういう人がクラブの門をた
たこうとするのか。これは現役の会員の映し鏡です。
クラブの魅力というのは私たち自身、会員一人一人が
より魅力的な存在になることが必要なのではないか」
という非常にありがたいお話いただきまして、見事締
まったという形になりました。
本当に臨場感あるいろいろな話が飛び出して、ちょっ
とすみませんその他いろんなお話があったのですけれ
ども、この場では一応すべてカットとさせていただき
たいと思います。
以上です。ご清聴ありがとうございました。

Ｅグループ　戸川　達雄会員
　Ｅグループは３月
26日に『串焼ワイ
ンバル華蔵』で小野
寺さんをリーダーと
して５人で開催しま
した。意見交換は非
常に盛り上がったの

ですけれども、その中で、嵯峨記念育英会の話になり
ました。
　奨学生で通われた方がその後、社会に出られている
方が多々いらっしゃいますが、そういう方に来ていた
だいて近況を語っていただくのはどうだろうか、とい
う話がアイデアとして出ていました。もちろんその中
には「今は、ちょっと」という方もいるかもしれませ
んが、何人か話してもいいという方がいれば、その後、

こういう志で頑張って来て、今はこうなっています、
というような話ができたら非常にその意義などを改め
て振り返ることができるという話がありました。
　また、「釧路空港に釧路ロータリークラブの名前で
『ようこそ釧路へ』みたいな看板を出したらどうだろ
うか」という話が出ました。そこで私の顔を見て「そ
うだ、釧路駅もあった」ということから「釧路空港や
釧路駅に看板を出したらどうだろうか」となり、もて
なしの気
持ちが出るのではないだろうか、と話しておりました。
　議論が進む中で、台湾との交流の話になり、「子ど
もたちの交流はできないだろうか」という話になりま
した。ひとつの考え方として、「例えば、中学生の野
球大会があるので、いつもとはならないけれども、節
目の時に台湾の子どもたちに野球大会に一緒に参加し
たらいいのではないか。お金のかかる話かもしれませ
んが、そういうこともある」という話が出ていました。
　以降は、お騒がせしている『釧路湿原ノロッコ号』
などの鉄道談議で、小野寺さんと話をさせていただく
機会がありましたので大変有意義で盛り上がる会合に
なったと思います。
　以上です。ありがとうございました。

Ｆグループ　　須藤　隆昭会員
　Ｆグループの会場
は『焼肉居酒屋ぎゅ
う太』さんで行いま
した。「元気です
か！」と叫びたくな
るほどお店でいただ
いたお肉は、普段は

赤い物しか食べたことのない僕にとっては、とても白
い物がいっぱい並んでいて、元気いっぱいにいただき
ました。
　「90周年に向けて地域で奉仕活動をしてもらうため
に」ということで、邵リーダーの下、参加者 10名く
らいが集まり活発な話し合いが行われました。
　1936年に30名のメンバーでスタートした釧路ロー
タリークラブは、皆さんに「歴史と伝統のある」とよ
く言われますけれども、「本当にそうなんだ」と実感
できました。
　前回の80周年の実行委員の方から話を聞きました。
その時は、「中学校の野球支援、その後、学校は変わっ
たけど甲子園に行ったメンバーがいる。あるいは数学
検定試験の支援を行ったところ、全国平均を上回る数
学の点数を取れた、という形で目に見えて行った支援
の結果が出ている」と報告されて、「行ったことは無
駄ではないのですね」という話になりました。
　「嵯峨育英会の支援を受けた方の中からも有名な大
学に進んだ方も結構いる」と伺いました。

　そして、「90周年にはどういうことを行いましょう
か」となった時には、「そもそも、ロータリークラブ
は何をする会なの」とか、「奉仕と貢献は違うの」とか、
「なんのための地域奉仕活動なのか」という根本的な
意見も出て、そういうところから考えなければいけな
いということにもなりました。
　出た意見の中では、「広く活動を知ってもらうには
新聞に公告を出すのもあり、有名人のコンサートをし
たり、花火大会をしたりするのもあり」「少子化の中、
学校でスポーツや学力維持が難しいので、子どもたち
の支援が大事ではないか」「地域の子どもたちに特化
したものを行う」など、子どもとか未来を担う人のこ
とが何人かから出されていました。
　「国際協力も大事ですけれども、釧路にとっては釧
路の地域のためになることに奉仕をしていきたい」「立
派に 90周年を終えて、次の 100 周年に向けたい」
「90周年は工藤会長に思う存分にやっていただいて、
そのバックアップをしていきたい」という意見も出ま
した。
　数々の意見が出て、Ｆグループは脱線することもな
く、暴露話のひとつくらいはあったのですけれども、
あまりないまま終わりました。
蛇足になりますが、髙橋会長の目の前の席でしたが、
焼肉の焼き方と、それをサーブするのがプロ級にうま
いのです。そういう所で働いていただろうと思うくら
いビックリしました。その向かいには吉田副会長がお
りましたが、一見怖そうですが、マッコリを飲んでい
る顔がとても柔和な顔で、優しい方なのだという新鮮
な発見があり、楽しかったです。ありがとうございま
す。

Ｇグループ　　山原　活志　会員
　皆さん、こんに
ちは。今回、例会
に来たのは数年ぶ
りということで
す。皆さん、初め
まして。ご無沙汰
しております。無
事に生きておりましたのでご安心いただければと思い
ます。
　Ｇグループは３月 17日、あの大雪の降った日に、
浅川リーダーをはじめ、５人という少人数で行いまし
た。冒頭、後藤委員から 80周年の記念事業で数学検
定を行ったと報告がありました。その時、僕は入会し
て１～２年目の時、副委員長の時でしたが、継続で数
学検定で確か城山小学校に行って、小学生が真剣な眼
差しで受けていたことを思い出しました。
　90周年の事業としては、「メンバー向けがいいのか、
それとも一般向けか」という話がありました。面白い

ところでは、「前市長と現市長を呼んで対談をさせた
らどうか」という話もありました。あとは「フルマラ
ソンをしたらどうか」もありました。
　予算のことも少し聞いて、「なかなか予算もない中
で」という話でした。
　以上、Ｇグループの報告でした。ありがとうござい
ました。

Ｈグループ　　残間　　巌会員
　Ｈグループの残間
です。Ｈグループは
３月 28日に脇リー
ダーの下、４人と委
員会から滝越パスト
会長にお越しいただ
いて、計５人で行い

ました。
　私は、クラブに入って１年と少しですが、脇リー
ダー、吉田秀俊さん、白幡さん、滝越パスト会長とい
うことで、重鎮のお歴々がいる中で、いろいろな昔の
話を伺いながら、このクラブの歴史を私に教えていた
だいた、ひょっとしたら私だけが勉強になったいい時
間だったのだろうと思っております。
　嵯峨記念育英会のことで吉田秀俊さんが北海道新聞
から、嵯峨久さん、晃さんの過去のご功績をクラブ以
外の皆さまに広げるために記事にできないかと依頼さ
れているそうです。ただ過去の情報がないなどがあっ
て記事にするのにご苦労をされていると聞いておりま
す。　財団で嵯峨久さん・晃さん親子を世に知っても
らうべく、例えば、クラブの広告を出して記事ができ
ないか、という話がありました。
　釧路地域にとって、これからの未来がある方という
ことでは、これも吉田秀俊さんの姪のお子さんでトラ
ンペッターの児玉隼人君という高校生でいろいろなコ
ンクールで一番になっている方がいます。例えば、「釧
路出身の音楽家・アーティストがたくさんいますので、
そのような方でコンサートを行うのはどうだろう」と
いう話も出ておりました。
　これは周年とは関係ないのですが、釧路クラブには
転勤者が多いということで、「転勤者を大事にしない

といけない。転勤される方には釧路のファンになって
いただいて、後々、釧路のことをＰＲしていただいた
りして、また釧路に帰って来ていただいたりして、コ
ロナ禍以前には急遽、有志を集めて送別会を行ってい
たようです。コロナ禍以降、行われていないので、こ
れを復活させてはどうか」という話もありました。
　Ｈグループは以上です。ありがとうございました。

Ｉグループ　　濱口　憲太会員
　Ｉグループの濱口
です。時間がないの
で簡単に報告しま
す。
　18日に『鱗』さ
んで、５名で行いま
した。私はサブリー
ダーなのですが、前の日に雪かきで足を痛めてしまっ
て欠席になりましたので、独自の聞き込みでまとめま
した。
　90周年に向けてでは、記念講演の講師をどなたに
依頼するべきかの話がありました。地域の大勢の方に
お越しをいただきたい、私たちの奉仕活動を大勢の方
に知っていただきたい、ということで誰がいいか、と
いう話になって「その検討が大事だ」となりました。
　予算もありますが、講師への講演料もそれなりの規
模に考えたうえで、70周年・石黒社長、80周年・志
田先生、90周年はやはり同様に釧路出身、または北
海道に関係ある方にお願いすべきということで、大樹
町の宇宙事業に携わっております堀江貴文さんはどう
だろうと盛り上がっておりました。
　これから１年半後ですから、計画的に、早期に動い
ていくことが大事です。90年に向けてクラブ会員一
人一人の思いを強めていくことが大事だろうという話
で終わりました。
　「楽しく美味しいお酒を酌み交わしながら話をする
ことができました。これぞ情報集会・炉辺会合の醍醐
味だという集会でした」と土橋リーダーが仰っており
ました。
　以上です。

本日のニコニコ献金

■天方　智順君　息子がやっと社会人になりました。ながかったなぁ。
■樋口　貴広君　長男が志望大学に合格し札幌での一人暮らしをスタートさせました。心配です。
■篠原　信雄君　奥様誕生祝
　　　　　　　　

今年度累計　　441,000 円　　


